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大
江
健
三
郎
関
連
文
献
目
録
（
二
〇
一
三
年
九
月
～
二
〇
二
四
年
四
月
）

凡
例

※
『
晩
年
様
式
集
』
連
載
終
了
以
降
か
ら
本
誌
発
行
ま
で
に
日
本

イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ
イ
ル

語
で
書
か
れ
た
大
江
健
三
郞
に
関
連
す
る
書
籍
（
一
部
収
録
、
共
編

著
を
含
む
）・
雑
誌
特
集
・
論
文
を
掲
載
し
た
。
論
文
は
執
筆
者
（
講

演
者
）、
題
名
、
掲
載
誌
、
巻
号
、
発
行
元
の
順
に
記
載
し
た
。

※
原
則
と
し
て
、
新
聞
掲
載
の
追
悼
記
事
、
大
江
本
人
の
文
章
、
外

国
語
に
よ
る
論
考
、
学
位
論
文
の
類
は
外
し
た
。

※
大
江
健
三
郎
の
著
作
の
解
説
お
よ
び
雑
誌
特
集
に
所
収
さ
れ
た
も

の
以
外
の
書
評
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。

※
書
誌
情
報
に
関
し
て
、『
新
潮
』『
文
學
界
』『
群
像
』『
文
藝
春
秋
』

『
図
書
』
お
よ
び
日
本
文
学
協
会
・
日
本
近
代
文
学
会
・
昭
和
文
学

会
・
社
会
文
学
会
発
行
の
学
会
誌
に
つ
い
て
は
、
発
行
元
を
省
略
し

た
。

○
単
行
本

小
谷
野
敦
『
江
藤
淳
と
大
江
健
三
郎

戦
後
日
本
の
政
治
と
文
学
』

筑
摩
書
房
、
二
〇
一
五
年
（
の
ち
、
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
一
八
年
）

司
修
『

：

年
代
の
青
春
』
白
水
社
、
二
〇
一
五
年

Ōe

60

小
野
正
嗣
『
１
０
０
分
ｄ
ｅ
名
著

大
江
健
三
郎
『
燃
え
あ
が
る
緑

の
木
』』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
九
年

森
昭
夫
（
編
著
）
『
大
江
健
三
郎
書
誌
稿
第
１
部
（
著
書
目
録
）
２

０
１
９
年
増
補
版
』
、
同
『
第
２
部
（
初
出
目
録
）
』
『
第
３
部
（
文

献
目
録
）』
能
登
印
刷
、
二
〇
一
九
年

山
本
昭
宏
『
大
江
健
三
郎
と
そ
の
時
代
：
「
戦
後
」
に
選
ば
れ
た
小

説
家
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
九
年

尾
崎
真
理
子
『
大
江
健
三
郎
全
小
説
全
解
説
』
講
談
社
、
二
〇
二
〇
年

工
藤
庸
子
『
大
江
健
三
郎
と
「
晩
年
の
仕
事
」』
講
談
社
、
二
〇
二
二
年

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

野
崎
歓
『
無
垢
の
歌

大
江
健
三
郎
と
子
供
た
ち
の
物
語
』
生
き
の

び
る
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
二
二
年
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尾
崎
真
理
子
『
大
江
健
三
郎
の
「
義
」』
講
談
社
、
二
〇
二
二
年

菊
間
晴
子
『
犠
牲
の
森
で
：
大
江
健
三
郎
の
死
生
観
』
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
二
三
年

奥
憲
介
『
「
新
し
い
時
代
」
の
文
学
論
：
夏
目
漱
石
、
大
江
健
三
郎
、

そ
し
て
３
．
１
１
後
へ
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
二
三
年

東
京
大
学
文
学
部
広
報
委
員
会
（
編
著
）
『
大
江
健
三
郎
を
語
る
視

座
』
東
京
大
学
文
学
部
、
二
〇
二
四
年

井
上
隆
史
『
大
江
健
三
郎
論
：
怪
物
作
家
の
「
本
当
ノ
事
」
』
光
文

社
新
書
、
二
〇
二
四
年

司
修
『
さ
よ
う
な
ら
大
江
健
三
郎
こ
ん
に
ち
は
』
鳥
影
社
、
二
〇
二
四
年

○
単
行
本
（
単
著
）
に
一
部
収
録

二
〇
一
三
年

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
「
大
江
健
三
郎
の
小
説
を
め
ぐ
る
最
初

の
覚
え
書
」（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
（
著
）、
澤
田
直
、
小
黒

昌
文
（
訳
）『
夢
、
ゆ
き
か
ひ
て
』
白
水
社
）

石
原
千
秋
「
「
僕
ら
」
と
は
誰
か
：
大
江
健
三
郎
『
芽
む
し
り
仔
撃

ち
』
」
（
『
教
養
と
し
て
読
む
現
代
文
学
』
朝
日
新
聞
出
版
）

矢
崎
泰
久
「
大
江
健
三
郎
の
処
世
術
」（
『
人
生
は
喜
劇
だ
：
知
ら
れ

ざ
る
作
家
の
素
顔
』
飛
鳥
新
社
）

井
崎
正
敏
「
軍
国
少
年
の
夢
：
大
江
健
三
郎
の
「
戦
争
」
」「
大
日
本

帝
国

「
村
＝
国
家
＝
小
宇
宙
」：
大
江
健
三
郎
の
「
国
家
」
」（
『
〈
戦

VS

争
〉
と
〈
国
家
〉
の
語
り
か
た
：
戦
後
思
想
は
ど
こ
で
間
違
え
た
の

か
』
言
視
社
）

二
〇
一
四
年

三
浦
玲
一
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
化
と
文
学
：
村
上
春
樹
、
テ
ィ
ム

・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
（
Ⅲ
純
文
学
と
内

外
の
分
別
：
大
江
健
三
郎
の
村
上
春
樹
評
）
」
（
『
村
上
春
樹
と
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
：
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
化
と
文
学
』彩
流
社
）

太
田
哲
男
「
大
江
健
三
郎
初
期
作
品
に
お
け
る
「
自
然
」
」（
『
「
断
念
」

の
系
譜
：
近
代
日
本
文
学
へ
の
一
視
角
』
影
書
房
）

平
野
啓
一
郎
「
天
才
の
仕
事
：
大
江
健
三
郎
「
不
意
の
啞
」
」（
『
「
生

命
力
」
の
行
方
：
変
わ
り
ゆ
く
世
界
と
分
人
主
義
』
講
談
社
）

河
中
郁
男
「
戦
後
と
い
う
枠
組
み
：
大
江
健
三
郎
と
吉
本
隆
明
」「
カ

ン
ト
あ
る
い
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
／
オ
レ
ス
テ
ス
：
大
江
健
三
郎
と
そ
の

時
代
」「
不
在
な
る
も
の
を
め
ぐ
っ
て
：
大
江
文
学
と
の
闘
い
」（
『
中

上
健
次
論
〈
第
１
巻
〉：
死
者
の
声
か
ら
、
声
な
き
死
者
へ
』
鳥
影
社
）

二
〇
一
五
年
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二
宮
正
之
「
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
と
大
江
健
三
郎
の
「
美
し
い

月
」
」
（
『
文
学
の
弁
明
：
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
に
お
け
る
思
索
の
現
場

か
ら
』
岩
波
書
店
）

音
谷
健
郎
「
戦
後
思
想
を
ど
う
持
続
し
た
か
：
大
江
健
三
郎
『
飼
育
』
」

「
人
間
神
の
「
時
代
精
神
」
に
抗
う
：
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
」（
『
解

放
の
文
学
：
１
０
０
冊
の
こ
だ
ま
』
解
放
出
版
社
）

小
熊
英
二
「
「
戦
後
民
主
主
義
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
：
初
期
の
大

江
健
三
郎
を
事
例
と
し
て
」（
『
ア
ウ
ト
テ
イ
ク
ス
：
小
熊
英
二
論
文

集
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）

奥
平
康
弘
「
大
江
健
三
郎
と
日
本
国
憲
法
」
（
『
「
憲
法
物
語
」
を
紡

ぎ
続
け
て
』
か
も
が
わ
出
版
）

莫
言
「
大
江
健
三
郎
氏
が
私
た
ち
に
与
え
る
啓
示
」（
莫
言
（
著
）、

林
敏
潔
（
編
）
、
藤
井
省
三
・
林
敏
潔
（
訳
）『
莫
言
の
思
想
と
文
学

：
世
界
と
語
る
講
演
集
』
東
方
書
店
）

河
中
郁
男
「
三
人
目
の
天
皇
：
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
論
」

（
『
中
上
健
次
論
〈
第
２
巻
〉：
父
の
名
の
否
、
あ
る
い
は
資
本
の
到

ノ
ン

来
』
鳥
影
社
）

二
〇
一
六
年

鈴
村
和
成
「
生
首
考
：
三
島

大
江
健
三
郎
、
松
浦
寿
輝
」（
『
テ
ロ

VS

の
文
学
史
』
太
田
出
版
）

石
川
義
正
「
大
江
健
三
郎
の
「
塔
」
」「
大
江
健
三
郎
の
「
総
力
戦
」
」

（
『
錯
乱
の
日
本
文
学
：
建
築
／
小
説
を
め
ざ
し
て
』
航
思
社
）

小
野
光
子
「
大
江
健
三
郎
と
の
出
会
い
」（
『
武
満
徹
：
あ
る
作
曲
家

の
肖
像
』
音
楽
之
友
社
）

坂
口
周
「
一
九
六
三
年
の
分
脈
：
大
江
健
三
郎
と
川
端
康
成
」
（
『
意

志
薄
弱
の
文
学
史
：
日
本
現
代
文
学
の
起
源
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）

二
〇
一
七
年

松
山
愼
介
「
大
江
健
三
郎
・
一
九
六
〇
年
前
後
」
（
『
「
現
在
」
に
挑

む
文
学
：
村
上
春
樹
・
大
江
健
三
郎
・
井
上
光
晴
』
響
文
社
）

マ
コ
ト
・
フ
ジ
ム
ラ
「
大
江
健
三
郎
の
「
人
間
の
羊
」
」（
マ
コ
ト
・

フ
ジ
ム
ラ
（
著
）、
篠
儀
直
子
（
訳
）
『
沈
黙
と
美
：
遠
藤
周
作
・
ト

ラ
ウ
マ
・
踏
絵
文
化
』
晶
文
社
）

宮
原
昭
夫
「
早
く
来
す
ぎ
た
青
年
：
大
江
健
三
郎
小
論
」（
『
宮
原
昭

夫
評
論
集
：
自
意
識
劇
の
変
貌
』
言
海
書
房
）

加
藤
典
洋
「
占
領
下
の
文
学
：
第
三
の
新
人
、
曽
野
綾
子
、
大
江
健

三
郎
、
目
取
真
俊
」
「
大
江
健
三
郎
の
晩
年
」
「
『
水
死
』
の
ほ
う
へ

：
大
江
健
三
郎
と
沖
縄
」（
『
敗
者
の
想
像
力
』
集
英
社
新
書
）

村
上
克
尚
「
大
江
健
三
郎
：
動
物
を
殺
害
す
る
人
間
（
「
「
奇
妙
な
仕

事
」：
動
物
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
」「
「
飼
育
」：
言
葉
を
奪
わ
れ
た
動
物
」

「
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
：
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抵
抗
す
る
語
り
」
）
」
「
動
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物
と
の
共
生
へ
（
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』：
傍
ら
に
寄
り
添

う
動
物
）
」
（
『
動
物
の
声
、
他
者
の
声
：
日
本
戦
後
文
学
の
倫
理
』

新
曜
社
）

ジ
ョ
ン
・
ネ
イ
ス
ン
「
大
江
健
三
郎
」（
ジ
ョ
ン
・
ネ
イ
ス
ン
（
著
）
、

前
沢
浩
子
（
訳
）
『
ニ
ッ
ポ
ン
放
浪
記
：
ジ
ョ
ン
・
ネ
イ
ス
ン
回
想

録
』
岩
波
書
店
）

二
〇
一
八
年

江
口
真
規
「
大
江
健
三
郎
「
人
間
の
羊
」
：
《
羊
た
ち
》
の
沈
黙
」（
『
日

本
近
現
代
文
学
に
お
け
る
羊
の
表
象
：
漱
石
か
ら
春
樹
ま
で
』
彩
流
社
）

糸
井
通
浩
「
谷
間
の
村
の
想
像
力
：
大
江
健
三
郎
と
故
郷
」（
『
谷
間

の
想
像
力
』
清
文
堂
出
版
）

伊
藤
氏
貴
「
美
し
く
あ
い
ま
い
な
日
本
：
川
端
康
成
と
大
江
健
三
郎

の
〈
日
本
〉
」（
『
美
の
日
本
：
「
も
の
の
あ
は
れ
」
か
ら
「
か
わ
い
い
」

ま
で
』
明
治
大
学
出
版
会
）

秋
草
俊
一
郎
「
日
本
文
学
の
な
か
の
ナ
ボ
コ
フ
（
大
江
健
三
郎
：
晩

年
の
傾
倒
／
『
美
し
い
ア
ナ
ベ
ル
・
リ
イ
』：
『
ロ
リ
ー
タ
』
を
書
き

か
え
る
）
」（
『
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ボ
コ
フ
：
塗
り
か
え
ら
れ
た
自
画
像
』

二
〇
一
八
年
）

逆
井
聡
人
「
物
語
の
な
か
の
闇
市
（
３
：
大
江
健
三
郎
「
万
延
元
年

の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
）
」（
『
〈
焼
跡
〉
の
戦
後
空
間
論
』
青
弓
社
）

藤
井
省
三
「
中
国
的
宴
会
の
極
北
：
莫
言
の
『
酒
国
』
（
大
江
健
三

郎
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
記
念
講
演
／
愛
飲
家
大
江
健
三
郎
は
語
る
）
」

（
『
魯
迅
と
紹
興
酒
：
お
酒
で
読
み
解
く
現
代
中
国
文
化
史
』
東
方

書
店
）

菅
孝
行
「
禁
じ
ら
れ
た
エ
ロ
ス
と
戦
後
日
本
の
宿
命
（
大
江
健
三
郎

出
現
の
予
兆
／
大
江
健
三
郎
と
三
島
由
紀
夫
）
」
（
『
三
島
由
紀
夫
と

天
皇
』
平
凡
社
新
書
）

二
〇
一
九
年

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
と
女
性
（
一
）
～
（
三
）
」
（
『
女
た
ち
の

声
』
羽
鳥
書
店
）

李
承
俊
「
疎
開
派
が
つ
ま
ず
く
：
戦
後
派
の
大
江
健
三
郎
に
異
議
あ

り
」（
『
疎
開
体
験
の
戦
後
文
化
史
：
帰
ラ
レ
マ
セ
ン
、
勝
ツ
マ
デ
ハ
』

青
弓
社
）

ジ
ョ
・
ヨ
ン
イ
ル
「
語
り
を
越
え
て
：
大
江
健
三
郎
を
め
ぐ
っ
て
」

（
ジ
ョ
・
ヨ
ン
イ
ル
（
著
）、
高
井
修
（
訳
）『
柄
谷
行
人
と
韓
国
文

学
』
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
）

田
中
健
滋
「
「
対
人
ス
ト
レ
ス
耐
性
三
類
型
論
」
の
応
用
：
日
本
近

現
代
文
学
（
３
：
対
人
ス
ト
レ
ス
耐
性
大
だ
ろ
う
大
江
健
三
郎
）
」

（
『
価
値
生
理
学
序
論
：
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
亀
井
勝
一
郎
を
読

み
解
く
こ
と
か
ら
』
青
弓
社
）
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井
口
時
男
「
大
江
健
三
郎
：
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
思
想
」
（
『
大
洪
水
の

後
で
：
現
代
文
学
三
十
年
』
深
夜
叢
書
社
）

佐
々
木
敦
「
大
江
健
三
郎

村
上
春
樹
」（
『
私
は
小
説
で
あ
る
』
幻

VS

戯
書
房
）

二
〇
二
〇
年

沼
野
充
義
「
世
界
と
の
本
当
の
出
会
い
に
向
け
て
：
大
江
健
三
郎
と

「
世
界
文
学
」
」（
『
世
界
文
学
論
（
徹
夜
の
塊
３
）』
作
品
社
）

都
甲
幸
治
「
大
江
健
三
郎
「
死
者
の
奢
り
」
：
死
者
た
ち
の
声
を
聞

く
」（
『
「
街
小
説
」
読
み
く
ら
べ
』
立
東
舎
）

横
田
喬
「
「
今
、
日
本
は
戦
後
最
大
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
」：
大
江

健
三
郎
さ
ん
」（『
反
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
：
時
代
を
映
す
人
物
記
』
同
時
代
社
）

二
〇
二
一
年

呉
叡
人
「
最
も
高
貴
な
痛
苦
：
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』

『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
日
本
へ
の
郷
愁
」（
呉
叡
人
（
著
）・
駒

込
武
（
訳
）
『
台
湾
、
あ
る
い
は
孤
立
無
援
の
島
の
思
想
：
民
主
主

義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
越
え
て
』
み
す
ず
書
房
）

島
征
一
郎
「
大
江
健
三
郎
と
沖
縄
」（
『
琉
球
と
ヤ
マ
ト
：
歴
史
の
視

座
を
求
め
て
』
耕
文
社
）

下
山
孃
子
「
大
江
健
三
郎
（
一
、
『
罪
の
ゆ
る
し
』
の
あ
お
草
：
「
魂

の
問
題
」
に
つ
い
て
／
二
、『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』
の
〈
教
会
〉：

「
信
仰
を
持
た
な
い
も
の
」
の
祈
り
）
」
（
『
近
代
文
学
に
見
る
〈
霊

性
〉』
鼎
書
房
）

二
〇
二
二
年

菊
池
良
「
大
江
健
三
郎
と
戦
後
民
主
主
義
」（
『
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ

芥
川
賞
：
「
文
学
っ
て
、
な
ん
の
た
め
？
」
と
思
う
人
の
た
め
の
日

本
文
学
入
門
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

酒
井
信
「
愛
媛
県
松
山
市
／

大
江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子

チ
ェ

ン
ジ
リ
ン
グ
』
」（
『
現
代
文
学
風
土
記
』
西
日
本
新
聞
社
）

高
山
花
子
「
祈
る
よ
う
に
鳥
た
ち
の
声
を
聞
く
：
大
江
健
三
郎
（
一
、

鳥
に
由
縁
あ
る
者
た
ち
：
『
個
人
的
な
体
験
』
／
二
、
ク
イ
ナ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
捨
子
：
『
静
か
な
生
活
』
／
三
、
鷲
か
ら
鷹
の
形
象
へ

：
『
頭
の
い
い
雨
の
木
』
／
四
、
鳥
の
テ
ー
マ
の
変
奏
：
『
燃
え
あ
が

る
緑
の
木
』
）
」
（
『
鳥
の
歌
、
テ
ク
ス
ト
の
森
』
春
秋
社
）

崔
在
喆
「
大
江
健
三
郎
文
学
の
韓
国
人
表
象
」（
『
日
本
近
現
代
知
識

人
・
文
学
者
の
韓
国
認
識
』
勉
誠
社
）

青
木
亮
人
「
内
子
町
「
チ
ョ
ウ
ソ
カ
ベ
」
の
森
と
三
椏
の
花
：
大
江

健
三
郎
、
昭
太
郎
」（
『
愛
媛
文
学
の
面
影

南
予
編
』
創
風
社
出
版
）

二
〇
二
三
年

中
谷
い
ず
み
「
歴
史
の
所
在
／
動
員
さ
れ
る
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

：
大
江
健
三
郎
『
わ
れ
ら
の
時
代
』
に
み
る
戦
争
の
痕
跡
」（
『
時
間
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に
抗
う
物
語
：
文
学
・
記
憶
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
青
弓
社
）

田
村
美
由
紀
「
再
演
さ
れ
る
言
葉
：
大
江
健
三
郎
『
み
ず
か
ら
我
が

涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』『
水
死
』
」（
『
口
述
筆
記
す
る
文
学
：
書
く

こ
と
の
代
行
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

横
道
誠
「
大
江
健
三
郎
の
「
フ
ァ
ン
」
と
し
て
の
村
上
春
樹
」
（
『
村

上
春
樹
研
究
：
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
翻
訳
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
批

評
、
研
究
の
世
界
文
学
』
文
学
通
信
）

大
島
丈
志
「
大
江
健
三
郎
「
革
命
女
性
」
に
お
け
る
「
農
民
芸
術
概
論

綱
要
」
の
再
創
造
」（『
現
代
文
化
の
な
か
の
〈
宮
沢
賢
治
〉』
新
典
社
）

長
谷
川
宏
「
時
代
に
抗
す
る
種
々
の
表
現
」（
『
日
本
精
神
史
近
代
篇

下
』
講
談
社
）

金
ヨ
ン
ロ
ン
「
捕
虜
問
題
と
レ
イ
シ
ズ
ム
：
遠
藤
周
作
『
海
と
毒
薬
』

と
大
江
健
三
郎
「
飼
育
」
」
（
『
文
学
が
裁
く
戦
争
：
東
京
裁
判
か
ら

現
代
へ
』
岩
波
新
書
）

新
船
海
三
郎
「
大
江
健
三
郎
と
天
皇
〈
制
〉
、
ま
た
「
戦
後
民
主
主

義
」：
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
か
ら
「
晩
年
様
式
集
」
ま
で
」「
「
平
和
」

と
「
勝
利
」
と
「
民
主
」
と
い
う
思
想
：
大
江
健
三
郎
の
二
つ
の
ノ

ー
ト
か
ら
」（
『
翻
弄
さ
れ
る
い
の
ち
と
文
学
：
震
災
の
後
、
コ
ロ
ナ

の
渦
中
、「
戦
争
」
前
に
』
あ
け
び
書
房
）

安
藤
礼
二
「
大
江
健
三
郎
の
闘
争
」（
『
死
者
た
ち
へ
の
捧
げ
も
の
』

青
土
社
）

二
〇
二
四
年

山
本
浩
貴
「
新
た
な
距
離
：
大
江
健
三
郎
に
お
け
る
制
作
と
思
考
」

「
絶
望
と
モ
デ
ル
：
大
江
健
三
郎
に
お
け
る
ア
ト
リ
エ
」（
『
新
た
な

距
離
：
言
語
表
現
を
酷
使
す
る(

た
め
の)

レ
イ
ア
ウ
ト
』
フ
ィ
ル
ム

ア
ー
ト
社
）

神
山
睦
美
「
代
わ
り
に
死
ん
で
く
れ
る
存
在
：
大
江
健
三
郎
『
さ
よ

う
な
ら
、
私
の
本
よ
！
』
」（
『
奴
隷
の
叙
情
』
澪
標
）

○
単
行
本
（
共
著
）
収
録
論
文

二
〇
一
三
年

洪
珍
熙
「
大
江
健
三
郎
と
フ
ク
シ
マ
」（
石
井
正
己
（
編
）
『
震
災
と

民
話
：
未
来
へ
語
り
継
ぐ
た
め
に
』
三
弥
井
書
店
）

二
〇
一
四
年

ア
ン
ト
ナ
ン
・
ベ
シ
ュ
レ
ー
ル
「
大
江
健
三
郎
、
あ
る
い
は
犠
牲
の

演
劇
」（
宮
信
明
・
大
久
保
遼
（
編
）
『
演
劇
と
演
劇
性
：
日
仏
共
同

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
早
稲
田
大
学
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点
主

催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
早
稲
田
大
学
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点
成
果
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報
告
集
）
』
文
部
科
学
省
「
特
色
あ
る
共
同
拠
点
の
整
備
の
推
進
事

業
」
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点
）

芳
賀
浩
一
「
自
然
へ
の
欲
望
と
近
代
：
大
江
健
三
郎
に
よ
る
『
同
時

代
ゲ
ー
ム
』
か
ら
『
Ｍ
／
Ｔ
と
森
の
フ
シ
ギ
の
物
語
』
へ
の
書
き
換

え
と
自
然
の
位
相
の
変
化
」
（
小
谷
一
明
・
巴
山
岳
人
・
結
城
正
美

・
豊
里
真
弓
・
喜
納
育
江
（
編
）
『
文
学
か
ら
環
境
を
考
え
る
：
エ

コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
勉
誠
出
版
）

二
〇
一
六
年

奥
泉
光
・
野
崎
歓
・
町
田
康
「
大
江
健
三
郎
を
読
む
：
「
芽
む
し
り

仔
撃
ち
」
」
（
奥
泉
光
・
群
像
編
集
部
（
編
）
『
戦
後
文
学
を
読
む
』

講
談
社
文
芸
文
庫
）

高
橋
由
貴
「
大
江
健
三
郎
の
映
画
観
と
小
説
：
『
臈
た
し
ア
ナ
ベ
ル

・
リ
イ

総
毛
立
ち
つ
身
ま
か
り
つ
』
論
」（
中
村
三
春
（
編
）『
映

画
と
文
学

交
響
す
る
想
像
力
』
森
話
社
）

二
〇
一
七
年

解
放
「
阿
部
公
房
と
大
江
健
三
郎
の
１
９
５
０
年
代
か
ら
６
０
年
代

の
作
品
に
お
け
る
比
較
研
究
」
（
第

回
国
際
日
本
語
教
育
・
日
本

11

研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
会
論
文
集
編
集
委
員
会
（
編
）
『
日
本
語
教

育
と
日
本
研
究
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
社
会
的
イ
ン
パ
ク

ト
（
国
際
日
本
語
教
育
・
日
本
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
会
論
文
集
：

第

回
）』
香
港
日
本
語
教
育
研
究
会
）

11
小
森
陽
一
「
死
者
を
仲
立
ち
と
し
た
応
答
：

・

後
の
林
京
子
と

3

11

大
江
健
三
郎
」
（
東
北
学
院
大
学
地
域
共
生
推
進
機
構
（
編
）『
震
災

と
文
学
：
講
義
録
：
東
北
学
院
大
学
地
域
共
生
推
進
機
構
連
続
講

座
』
荒
蝦
夷
）

二
〇
一
九
年

中
谷
い
ず
み
「
歴
史
の
所
在
／
動
員
さ
れ
る
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

：
大
江
健
三
郎
「
わ
れ
ら
の
時
代
」
に
み
る
戦
争
の
痕
跡
」
（
坪
井

秀
人
（
編
）
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
３
：
高
度
経
済
成
長
の
時

代
』
臨
川
書
店
）

藤
平
育
子
「
森
の
谷
間
の
ヨ
ク
ナ
パ
ト
ー
フ
ァ
：
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と

大
江
健
三
郎
」
（
諏
訪
部
浩
一
、
日
本
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ

ー
協
会
（
編
）
『
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
日
本
文
学
』
松
柏
社
）

光
石
亜
由
美
「
大
江
健
三
郎
『
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
』
と
「
ト
ル
コ
風

呂
」
：
〈
政
治
〉
と
〈
メ
デ
ィ
ア
〉
と
〈
性
風
俗
〉
の
時
代
」
（
坪
井

秀
人
（
編
著
）
『
戦
後
日
本
文
化
再
考
』
三
人
社
）

二
〇
二
〇
年

大
島
丈
志
「
大
江
健
三
郎
と
北
京
：
１
９
６
０
年
の
中
国
旅
行
と
「
下

降
生
活
者
」
」
（
王
書
瑋
（
編
）
『
日
本
近
代
知
識
人
が
見
た
北
京
』

三
恵
社
）
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村
上
克
尚
「
大
江
健
三
郎
」
（
紅
野
謙
介
・
内
藤
千
珠
子
・
成
田
龍

一
（
編
）『
〈
戦
後
文
学
〉
の
現
在
形
』
平
凡
社
）

二
〇
二
二
年

青
山
加
奈
「
恢
復
と
し
て
の
文
学
：
大
江
健
三
郎
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

・
ド
ラ
ブ
ル
の
小
説
に
お
け
る
‘

rejoice

’を
め
ぐ
っ
て
」
（
江
藤
秀
一

（
編
）
『
文
学
作
品
に
学
ぶ
英
語
の
読
み
方
・
味
わ
い
方
：
英
語
読

み
の
プ
ロ
が
語
る
』
開
拓
社
）

石
川
義
正
「
「
便
所
」
を
め
ぐ
る
闘
争
：
大
江
健
三
郎
『
河
馬
に
噛

ま
れ
る
』
を
読
む
」（
鈴
木
創
士
（
編
）『
連
合
赤
軍
：
革
命
の
お
わ

り
革
命
の
は
じ
ま
り
』
月
曜
社
）

茂
木
健
一
郎
「
『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
大
江
健
三
郎
著
」（
東
ア
ジ
ア
共
同

体
研
究
所
琉
球
・
沖
縄
セ
ン
タ
ー
（
編
）
『
復
帰

年
沖
縄
を
読
む

50

：
沖
縄
世
は
ど
こ
へ
』
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
）

二
〇
二
三
年

高
橋
由
貴
「
『
ピ
カ
ド
ン
』
と
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
」

（
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
（
編
）
『
『
ピ
カ
ド
ン
』
と
そ
の
時
代
』
琥

珀
書
房
）

二
〇
二
四
年

菊
間
晴
子
「
共
苦
に
よ
る
連
帯
と
そ
の
失
敗
：
大
江
健
三
郎
「
泳
ぐ

男
」
に
お
け
る
性
差
と
動
物
表
象
の
関
係
を
手
が
か
り
に
」
（
村
井

ま
や
子
、
熊
谷
謙
介
（
編
著
）
『
動
物×

ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
マ
ル
チ
ス

ピ
ー
シ
ー
ズ
物
語
の
森
へ
』
青
弓
社
）

○
雑
誌
特
集

『
早
稲
田
文
学
（
第
十
次
）』
六
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）（
特
集
：

シ
リ
ー
ズ
【
日
本
〝
現
代
〟
文
学
の
、
標
的
＝
始
ま
り
】
３

オ
オ

エ
と
ハ
ル
キ
、
ふ
た
た
び
）

阿
部
公
彦
「
大
江
健
三
郎
と
英
詩
：
日
本
語
の
未
開
領
域
を
め
ぐ
っ

て
」

榎
本
正
樹
「
メ
デ
ィ
ア
＝
メ
デ
ィ
ウ
ム
と
し
て
の
大
江
健
三
郎
」

千
野
帽
子
「
煽
情
と
楽
屋
落
ち
と
叛
乱
と
。
：
私
が
大
江
健
三
郎
を

読
む
と
き
」

朝
吹
真
理
子
「
未
来
を
愛
す
る
意
志
」

「
大
江
健
三
郎
（
ほ
ぼ
）
全
小
説
解
題
」

『
群
像
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
（
特
集
：
大
江
健
三
郎

『
晩
年
様
式
集
』
を
読
む
」）

イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ
イ
ル

三
浦
雅
士
・
い
と
う
せ
い
こ
う
・
小
野
正
嗣
「
合
評
」
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大
澤
聡
「
未
定
稿
の
補
遺
」

大
澤
信
亮
「
激
震
の
亀
裂
」

高
橋
源
一
郎
「
小
説
な
の
や
か
ら
！
」

武
田
将
明
「
名
付
け
え
ぬ
も
の
た
ち
へ
」

野
崎
歓
「
祈
念
へ
、
無
垢
へ
」

福
永
信
「
こ
の
本
の
楽
し
さ
」

松
永
美
穂
「
く
り
か
え
し
追
想
さ
れ
る
死
者
た
ち
」

『
群
像
』
二
〇
一
九
年
一
〇
月
号
（
特
集
：
大
江
健
三
郎
の

〈
現

在

性
〉
Ⅰ
）

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

安
藤
礼
二
「
純
粋
天
皇
の
胎
水
」

宇
野
重
規
「
祈
り
、
テ
キ
ス
ト
、
習
慣
：
大
江
健
三
郎
と
現
代
日
本

の
精
神
性
」

尾
崎
真
理
子
「
予
言
者
と
し
て
の
大
江
：
「
全
小
説
」
解
説
を
書
き

終
え
て
」

『
群
像
』
二
〇
一
九
年
一
一
月
号
（
特
集
：
大
江
健
三
郎
の

〈
現

在

性
〉
Ⅱ
）

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

工
藤
庸
子
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
か
ら
ロ
リ
ー
タ
へ
：
大
江
健
三
郎
と

「
晩
年
の
仕
事
」」

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

高
原
到
「
テ
ロ
リ
ス
ト
が
、
生
ま
れ
る
：
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」「
政

治
少
年
死
す
」
試
論
」

成
田
龍
一
「
方
法
と
し
て
の
「
書
き
直
し
」
・
序
説
：
い
ま
、
大
江

健
三
郎
を
読
む
こ
と
」

『
文
學
界
』
二
〇
二
三
年
五
月
号
（
追
悼
・
大
江
健
三
郎
）

蓮
實
重
彥
「
あ
る
寒
い
季
節
に
、
あ
な
た
は
戸
外
で
遥
か
遠
く
の
何

か
を
じ
っ
と
見
す
え
て
お
ら
れ
た
」

多
和
田
葉
子
「
個
人
的
な
思
い
出
」

町
田
康
「
狂
熱
と
鬱
屈
」

中
村
文
則
「
再
読
す
る
（
リ
リ
ー
ド
）、
と
い
う
こ
と
」

島
田
雅
彦
・
朝
吹
真
理
子
（
対
談
）「
理
性
と
凶
暴
さ
と
」

松
浦
寿
輝
「
誠
実
と
猛
烈
」

安
藤
礼
二
「
大
江
さ
ん
か
ら
の
最
後
の
手
紙
」

阿
部
和
重
「A

cross
The

U
niverse

:

大
江
健
三
郎
追
悼
」

長
嶋
有
「
も
う
、
大
江
さ
ん
！
」

星
野
智
幸
「
「
大
江
健
三
郎
と
い
う
権
威
」
を
批
判
す
る
大
江
さ
ん
」

横
尾
忠
則
「
散
歩
中
の
会
話
」

『
群
像
』
二
〇
二
三
年
五
月
号
（
追
悼
・
大
江
健
三
郎
）
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朝
吹
真
理
子
「
す
れ
違
っ
て
い
た
」

阿
部
和
重
「(I

Can't
G

et
N

o)
Satisfaction

:

大
江
健
三
郎
追
悼
」

い
と
う
せ
い
こ
う
「
私
の
大
江
健
三
郎
」

尾
崎
真
理
子
「
全
う
さ
れ
た
小
説
家
の
人
生
」

小
野
正
嗣
「
大
江
さ
ん
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
」

柄
谷
行
人
「
大
江
健
三
郎
と
私
」

工
藤
庸
子
「
美
し
い
怪
物

大
江
健
三
郎
」

黒
井
千
次
「
大
江
健
三
郎
氏
と
の
触
れ
合
い
」

司
修
「1970

『
叫
び
声
』

中
村
文
則
「
恩
人
と
し
て
」

沼
野
充
義
「
光
り
輝
く
精
神
の
果
物
屋
、
あ
る
い
は
神
な
き
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
」

蓮
實
重
彥
「
大
江
健
三
郎
の
周
辺
で
は
、
い
ま
、
現
実
の
女
性
も
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
女
性
も
、
自
分
の
言
葉
を
滑
ら
か
に
語
り
始
め
て
い
る
」

平
野
啓
一
郎
「
大
江
以
後
も
書
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
」

町
田
康
「
魂
の
行
き
処
」

三
浦
雅
士
「
起
点
と
し
て
の
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
」

奥
山
紗
英
「
辞
書
を
残
す
人
」（
追
悼
詩
）

『
新
潮
』
二
〇
二
三
年
五
月
号
（【
追
悼
】
永
遠
の
大
江
健
三
郎
文
学
）

筒
井
康
隆
「
お
詫
び
そ
の
他
。」

四
方
田
犬
彦
「N

um
quam

est

」

野
田
秀
樹
「
作
家
は
カ
タ
ル
シ
ス
」

川
上
弘
美
「
重
層
」

尾
崎
真
理
子
「
時
代
に
祝
福
さ
れ
た
作
家
だ
っ
た
」

多
和
田
葉
子
「
三
度
の
出
会
い
」

島
田
雅
彦
「
戦
後
民
主
主
義
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
か
つ
パ
ン
ク
」

町
田
康
「
魂
の
こ
と
」

岡
田
利
規
「
大
江
さ
ん
の
若
さ
」

平
野
啓
一
郎
「
戦
後
民
主
主
義
と
文
学
」

中
村
文
則
「
存
在
そ
の
も
の
が
、
文
学
の
よ
う
な
人
」

佐
藤
厚
志
「
大
江
さ
ん
の
笑
い
を
引
き
継
い
で
」

『
ユ
リ
イ
カ
二
〇
二
三
年
七
月
臨
時
増
刊
号

総
特
集
＝
大
江
健
三

郎1935-2023

』

〈
回
想
〉

柴
田
翔
「
若
き
大
江
健
三
郎
氏
の
〈
五
月
祭
賞
〉
受
賞
作
品
を
読
ん

だ
日
そ
し
て
そ
の
後
：
〈
追
悼
の
た
め
に
〉」

原
広
司
「
死
者
と
と
も
に
生
き
よ
：
「
こ
ん
な
切
れ
っ
ぱ
し
」
と

、
、
、
、
、
、
、
、

generatio

の
谺
が
立
ち
の
ぼ
る
響
き
」
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フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
（
澤
田
直
：
訳
）「
大
江
健
三
郎
と
私
」

〈2023/03/03

〉

司
修
「1970
《
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
水
泳
》」

市
川
沙
央
「
破
壊
と
共
生
の
王
」

〈
い
ま
、
大
江
健
三
郎
を
め
ぐ
っ
て
〉

菊
間
晴
子
「
大
江
健
三
郞
「
と
」
死
」

岩
川
あ
り
さ
「
大
江
健
三
郞
の
「
年
」
と
「
手
紙
」：
「
美
し
い
ア
ナ

ベ
ル
・
リ
イ
」
を
手
が
か
り
に
し
て
」

高
山
花
子
「
話
す
よ
う
に
書
く
：
耳
の
記
憶
め
が
け
て
」

片
岡
真
伊
「

鳥

とBird

：
英
語
圏
を
旅
す
る
『
個
人
的
な
体
験
』」

バ
ー
ド

A
P

erso
n

al
M

atte
r

村
上
克
尚
「
他
者
と
重
な
り
合
う
：
大
江
健
三
郞
に
お
け
る
想
像
力

論
の
起
源
」

〈
対
談
〉

工
藤
庸
子
・
尾
崎
真
理
子
「
〈
紙
〉
と
〈
声
〉」

〈
黄
昏
を
歩
む
〉

山
登
義
明
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
〝
雨
の
木
〟
」

鳥
居
万
由
実
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
は
な
い
」

〈
谷
間
の
村
か
ら
〉

大
塚
英
志
「
構
造
と
固
有
信
仰
：
大
江
健
三
郞
に
お
け
る
柳
田
國
男

の
「
実
装
」
問
題
」

山
田
広
昭
「
不

順

国

神
、
あ
る
い
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
と

ま
つ
ろ
わ
ぬ
く
に
つ
か
み

葛
の
間
を
歩
む
者
：
「
絶
対
小
説
家
」
大
江
健
三
郞
を
悼
む
」

里
見
龍
樹
「
〈
同
時
代
の
民
族
誌
〉：
文
化
人
類
学
者
が
読
む
大
江
健

三
郎
」

高
村
峰
生
「
『
キ
ル
プ
の
軍
団
』
に
お
け
る
引
用
の
時
空
間
」

長
濱
一
眞
「
ビ
ョ
ウ

シ
ン

キ
ョ
ウ

カ
ン
：
大
江
健
三
郎
『
水

死
』
論
」

〈
破
局
と
反
逆
〉

絓
秀
実
「
桃
太
郎
の
父
：
大
江
健
三
郎
の
「
大
逆
」」

梶
尾
文
武
「
右
翼
的
情
動
：
大
江
健
三
郞
の
一
九
六
〇
年
前
後
」

王
寺
賢
太
「
詩
と
テ
ロ
ル
の
あ
い
だ
：
大
江
健
三
郎
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ

ー
ン
」
と
「
政
治
少
年
死
す
」
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」

雑
賀
恵
子
「
菊
の
花
弁
は
増
殖
し
︙
」

栗
田
英
彦
「
「
宙
返
り
」
す
る
戦
後
民
主
主
義
：
本
土
決
戦
と
一
九

六
八
年
」

〈
「
戦
後
民
主
主
義
者
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
〉

成
田
龍
一
「
大
江
健
三
郞
の
「
戦
後
」
を
め
ぐ
る
、
い
く
つ
か
の
こ
と
」

柿
木
伸
之
「
立
ち
す
く
む
人
の
人
間
へ
の
問
い
：
大
江
健
三
郎
の
『
ヒ

ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
を
読
み
続
け
る
た
め
に
」

村
上
陽
子
「
「
日
本
人
」
の
変
容
の
可
能
性
に
向
け
て
：
大
江
健
三
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郎
『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
を
読
む
」

岡
本
拓
司
「
核
と
想
像
力
：
大
江
健
三
郎
の
場
合
」

石
川
義
正
「
引
用
と
救
済
：
『
水
死
』
に
お
け
る
「
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム

の
転
倒
」
と
自
死
」

〈
詩
〉

藤
井
貞
和
「
小
説
の
悲
し
み
」

〈
「
本
当
の
事
」
と
の
対
話
〉

青
木
淳
悟
「
「
革
命
女
性
」
を
読
ん
で
偲
ぶ
」

レ
ヴ
ォ
リ
ュ
シ
ョ
ナ
リ
・
ウ
ー
マ
ン

羽
鳥
嘉
郎
「
大
江
健
三
郎
と
戯
曲
の
体
裁
：
「
革
命
女
性

」
か
ら
」

レ
ヴ
ォ
リ
ュ
シ
ョ
ナ
リ
・
ウ
ー
マ
ン

間
宮
緑
「
記
憶
の
共
同
体
」

〈
イ
ー
ヨ
ー
と
吾
良
の
声
〉

丹
生
谷
貴
志
「
︙
こ
れ
が
私
た
ち
の
生
活
で
す
か
ら
ね
！
」

城
殿
智
行
「
ク
イ
ナ
二
度
鳴
く
：
大
江
健
三
郎
と
伊
丹
十
三
の
『
静

か
な
生
活
』」

野
崎
歓
「
大
江
健
三
郎
と
「
美
し
い
少
年
」
：
コ
ク
ト
ー
の
し
る
し

の
も
と
に
」

村
上
靖
彦
「
多
元
的
な
宇
宙
の
は
ざ
ま
で
：
大
江
健
三
郎
１
９
６
３

＆
１
９
８
３
」

〈
新
し
い
歌
〉

佐
藤
泉
「
「
引
用
」
と
「
回
心
」
に
つ
い
て
：
『
「
雨
の
木
」
を
聴
く

レ
イ
ン
・
ツ
リ
ー

女
た
ち
』」

藤
平
育
子
「
星
と
星
が
繫
が
る
喜
び
：
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
か

ら
『
人
生
の
親
戚
』
へ
︙
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
オ
コ
ナ
ー
を
手
が
か
り
に
」

渡
邊
英
理
「
大
江
健
三
郞
と
中
上
健
次
」

奥
彩
子
「
「
オ
ー
ト
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
ウ

グ
レ
シ
ッ
チ
『
き
つ
ね
』
を
通
し
て
読
む
大
江
の
後
期
作
品
」

〈
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
小
説
家
〉

北
山
敏
秀
「
わ
れ
ら
の
性
の
世
界
」
と
一
九
五
九
年
の
リ
ア
リ
テ
ィ

が
絡
み
合
う
と
こ
ろ
：
『
わ
れ
ら
の
時
代
』
に
関
す
る
い
く
つ
か
の

批
評
」

峰
尾
俊
彦
「
性
的
人
間
の
つ
な
ぎ
間
違
い
：
一
九
六
〇
年
代
前
半
の

大
江
小
説
」

高
橋
由
貴
「
裸
形
の
文
学
：
冷
戦
下
の
大
江
小
説
と
動
物
的
存
在
」

坂
口
周
「
「
人
間
」
を
定
義
す
る
文
学
：
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
時
代

に
お
け
る
「
あ
い
ま
い
」
な
人

間

性
」

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

〈
記
憶
＝
オ
マ
ー
ジ
ュ
〉

櫻
木
み
わ
「
こ
れ
か
ら
も
」

森
山
恵
「
〈
「
雨
の
木
」
を
聴
く
女
〉、
わ
た
し
」

レ
イ
ン
・
ツ
リ
ー

森
井
良
「
大
江
の
〈
Ａ
〉、
オ
ン
ト
の
に
お
い
」

〈
師
匠
、
あ
る
い
は
同
伴
者
た
ち
〉

パ
ト
ロ
ン
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三
原
芳
秋
「
大
江
が
扉
を
開
い
て
い
た
：
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ

ー
ド
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
か
ら
」

小
林
成
彬
「
遅
れ
て
き
た
大
江
健
三
郎
：
サ
ル
ト
ル
に
み
ち
び
か
れ
て
」

半
田
侑
子
「
大
江
健
三
郎
と
そ
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
ム
：
加
藤
周
一
を
手

が
か
り
に
」

山
田
潤
治
「
ラ
イ
ン
の
監
視
／
自
殺
へ
の
契
約
書
：
大
江
健
三
郎
の

他
者
・
江
藤
淳
の
他
者
」

原
塁
「
読
む
、
見
る
、
書
く
：
武
満
徹
を
聴
く
大
江
健
三
郞
」

〈
書
く
こ
と
に
向
か
っ
て
〉

阿
部
賢
一
「
大
江
健
三
郎
の
自
筆
原
稿
が
問
い
か
け
る
も
の
」

山
本
浩
貴
（
い
ぬ
の
せ
な
か
座
）
「
絶
望
と
モ
デ
ル
：
私
的
感
慨
と

『
文
学
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
ア
ト
リ
エ
」

西
岡
宇
行
「
『
燃
え
上
が
る
緑
の
木
』
に
お
け
る
創
作
の
再
定
位
：

伊
東
静
雄
「
鶯
（
一
老
人
の
詩
）
」
を
出
発
点
に
」

佐
藤
光
「
大
江
健
三
郎
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
：
ま
な
び
ほ
ぐ

し
の
過
程
を
探
る
」

横
道
誠
「
脳
の
多
様
性
か
ら
見
た
大
江
健
三
郎
作
品
：
当
事
者
批
評

の
実
践
」

〈
想
像
力
と
い
う
問
い
〉

山
本
昭
宏
「
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
と
七
〇
年
代
の
想
像
力
」

石
橋
正
孝
「
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
外
部
：
大
江
健
三
郎
〈
治
療
塔
〉
二

部
作
を
め
ぐ
っ
て
」

今
井
亮
一
「
大
江
健
三
郎
と
「
世
界
文
学
」：
そ
の
い
く
つ
か
の
概
念
」

青
木
耕
平
「
一
九
八
六
年
の
ビ
ー
ン
ボ
ー
ル
：
大
江
健
三
郞
の
ア
メ

リ
カ
講
演
録
“Japan's

D
ual

Identity:
A

W
riter's

D
ilem

m
a

”

を
読
む
」

〈
小
伝
〉

山
本
昭
宏
「
小
説
を
生
き
た
作
家
：
変
革
主
体
の
消
長
と
書
く
主
体

の
揺
れ
動
き
」

『
ふ
ら
ん
す
』
二
〇
二
三
年
七
月
号
（
特
集
：
大
江
健
三
郎
と
フ
ラ

ン
ス
）

宮
下
志
朗
「
大
江
健
三
郎
か
ら
渡
辺
一
夫
、
ラ
ブ
レ
ー
へ
：
個
人
的

な
回
想
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
「
追
悼

大
江
健
三
郎
」

尾
崎
真
理
子
、
コ
リ
ー
ヌ
・
カ
ン
タ
ン
「
対
談

大
江
健
三
郎
が
残

し
た
希
望
」

ア
ン
ト
ナ
ン
・
ベ
シ
ュ
レ
ー
ル
「
大
江
健
三
郎
、
最
後
の
〈
戦
後
作

家
〉」
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『
週
刊
金
曜
日
』
二
〇
二
三
年
九
月
一
五
日
号
（
特
集
：
大
江
健
三

郎
を
語
る
）

山
本
昭
宏
「
憲
法
と
戦
後
民
主
主
義
と
大
江
文
学
」

吉
村
千
彰
「
書
き
方
と
生
き
方
が
一
体
と
な
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

山
﨑
行
太
郎
「
《
文
学
す
る
こ
と
》
で
《
死
刑
判
決
》
を
受
け
ざ
る

を
え
な
い
作
家
」

鎌
田
慧
「
サ
ル
ト
ル
の
「
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
」
を
最
後
ま
で
意
識

し
て
い
た
」

『
群
系
』
五
〇
号
（
二
〇
二
三
年
九
月
）（
特
集
：
大
江
健
三
郎
と

い
う
〈
巨
大
な
謎
〉
）

エ
ニ
グ
マ

勝
原
晴
希
「
な
に
か
じ
つ
に
堅
固
で
巨
大
な
も
の
が
︙
：
大
江
健
三

郎
『
個
人
的
な
体
験
』
を
読
む
」

星
野
光
徳
「
わ
が
追
憶
的
〈
大
江
健
三
郎
〉
（
１
）
ガ
リ
版
刷
り
の

「
政
治
少
年
死
す
」」

土
倉
ヒ
ロ
子

「
大
江
健
三
郎

頭
の
い
い
「
雨
の
木
（
レ
イ
ン
・

ツ
リ
ー
）
」：
「
雨
の
木
」
は
救
い
の
神
か
」

大
堀
敏
靖
「
大
江
健
三
郎

そ
の
思
想
と
文
学
の
あ
い
ま
い
：
『
沖

縄
ノ
ー
ト
』
と
『
飼
育
』
を
読
む
」

間
島
康
子
「
大
江
健
三
郎
：
森
の
奥
の
谷
間
の
燃
え
る
ト
ゲ
」

市
原
礼
子
「
大
江
健
三
郎
：
「
人
生
の
親
戚
」
と
信
仰
に
つ
い
て
」

小
林
弘
子
「
「
中
野
重
治
忌
」
と
大
江
健
三
郎
の
想
い
出
」

近
藤
加
津
「
初
期
大
江
文
学
雑
感
：
「
死
者
の
驕
り
」
を
中
心
に
」

草
原
克
芳
「
巨
鯨
と
ヨ
ナ
と
〈
黙
示
録
的
現
在
〉

大
江
健
三
郎
の

文
学
的
遺
産
」

野
寄
勉
「
『
戦
争×

文
学
』
を
読
む
（
第

回
）
大
江
健
三
郎
『
ア

19

ト
ミ
ッ
ク
・
エ
イ
ジ
の
守
護
神
』
：
し
か
し
無
意
味
で
す
よ
、
白
血

病
に
は
」

『
図
書
』
二
〇
二
三
年
一
一
月
号
（
追
悼

大
江
健
三
郎
さ
ん
）

筒
井
康
隆
「
大
江
さ
ん
か
ら
の
手
紙
」

山
内
久
明
「
光
り
輝
く
緑
の
大
樹
：
個
人
的
な
追
悼

断
片
」

新
川
明
「
出
会
い
」

田
村
久
美
子
「
水
曜
日
の
レ
ッ
ス
ン
」

山
登
義
明
「
ラ
ス
ト
・
ピ
ー
ス
ま
で
」

カ
ン
タ
ン
・
コ
リ
ー
ヌ
「
大
江
さ
ん
の
笑
顔
」

尾
崎
真
理
子
「
大
江
健
三
郎

エ
ッ
セ
イ
・
評
論
集
全
四
十
二
冊
」
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○
論
文

二
〇
一
三
年

村
上
克
尚
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抵
抗
す
る
語
り
：
大
江
健
三
郎
「
セ
ヴ

ン
テ
ィ
ー
ン
」
に
お
け
る
動
物
的
他
者
の
声
」
『
昭
和
文
学
研
究
』

第
六
七
集

服
部
訓
和
「
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ィ
・
フ
ィ
ン
の
ア
メ
リ
カ
：
『
沖
縄
ノ

ー
ト
』
と
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
身
体
」
『
日
本
近
代
文
学
』
第

八
九
集

鈴
木
恵
美
「
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
論
：
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
の
受
容

を
め
ぐ
っ
て
」
『
社
会
文
学
』
第
三
七
号

米
倉
巖
「
大
江
健
三
郎
論
：
初
期
作
品
を
視
点
と
し
て
」『
藝
文
攷
』

一
八
号
（
日
本
大
学
大
学
院
芸
術
学
研
究
科
文
芸
学
専
攻
）

時
渝
軒
「
書
き
直
し
に
よ
る
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
再
構
築
：
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
論
」『
研
究
論
集
』
一
三
号
（
北

海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

徐
晗
「
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
大
江
健
三
郎
文
学
と
莫
言
文
学
の
対
比
研

究
：
グ
ロ
テ
ス
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
を
視
座
と
し
て
」『C

om
paratio

』

一
七
号
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
比
較
文
化
研
究
会
）

二
〇
一
四
年

安
藤
礼
二
「
「
世
界
」
と
「
私
」
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
抗
っ
て

：
大
江
健
三
郎
『
晩
年
様
式
集
（
イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ
イ
ル
）
』

論
」『
新
潮
』
一
月
号

南
徽
貞
「
近
未
来
の
「
危
険
の
感
覚
」
：
大
江
健
三
郎
『
治
療
塔
』

論
」
『
言
語
・
地
域
文
化
研
究
』
二
〇
号
（
東
京
外
国
語
大
学
大
学

院
総
合
国
際
学
研
究
科
）

山
本
純
子
「
大
江
健
三
郎
「
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
論
：
比

喩
表
現
を
視
座
と
し
て
」
『
文
教
大
学
国
文
』
四
三
号
（
文
教
大
学

国
文
学
会
）

池
沢
充
弘
「
反
私
小
説
的
な
「
私
」
を
め
ぐ
っ
て
：
田
山
花
袋
『
蒲

団
』
と
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
」『
早
稲
田
現
代
文
芸
研
究
』
四
号
（
早

稲
田
文
芸
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
会
）

風
呂
本
武
敏
「
大
江
健
三
郎
と
イ
ェ
イ
ツ
：
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』

三
部
作
を
中
心
に
」
『
エ
ー
ル
：
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
＝Eire

：Irish
studies

』
三
三
号
（
日
本
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
協
会
）

服
部
訓
和
「
幽
霊
た
ち
の
記
憶
：
大
江
健
三
郎
「
空
の
怪
物
ア
グ
イ

ー
」
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」『
語
文
』
一
四
八
号
（
日
本
大
学
国
文
学
会
）

陶
友
公
「
大
江
健
三
郎
作
《
二
百
年
の
子
供
》
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小

説
」『
愛
知
工
業
大
学
研
究
報
告
』
四
九
号
（
愛
知
工
業
大
学
）
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桒
原
丈
和
「
一
九
八
〇
年
代
の
大
江
健
三
郎
に
よ
る
自
身
の
小
説
の

再
利
用
・
再
生
の
方
法
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
六
八
集

石
原
慎
太
郎
「
大
江
健
三
郎
と
の
激
論
」『
文
藝
春
秋
』
三
月
号

高
橋
由
貴
「
大
江
健
三
郎
の
フ
ラ
ン
ス
・
ユ
マ
ニ
ス
ム
受
容
：
『
痴

愚
神
礼
讃
』
と
小
説
的
豊
か
さ
」
『
言
文
』
六
一
号
（
福
島
大
学
国

語
教
育
文
化
学
会
）

團
野
光
晴
「
大
江
健
三
郎
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：
科
学
・
技
術
・
文
学
」

『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
三
九
号
（
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
）

服
部
訓
和
「
大
江
健
三
郎
に
お
け
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
受
容

：
フ
ラ
イ
に
よ
る
ブ
レ
イ
ク
」『
総
合
文
化
研
究
』
二
〇
巻
一
号
（
日

本
大
学
商
学
部
）

石
井
明
美
「
魂
に
接
す
る
マ
ナ
ー
：
私
の
中
の
大
江
健
三
郎(

そ
の

２)

」
『
葦
牙
』
四
〇
号
（
「
葦
牙
」
の
会
）

北
山
敏
秀
「
大
江
健
三
郎
の
「
自
殺
」
す
る
肉
体
」
『
日
本
文
学
』

六
三
巻
九
号

團
野
光
晴
「
消
費
社
会
と
人
間
：
大
江
健
三
郎
『
万
延
元
年
の
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
』
論
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
九
〇
集

小
島
四
郎
「
大
江
健
三
郎
『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
を
考
え
る
」『Ripresa.

Ⅱ
』
七
号
（Ripresa

編
集
委
員
会
）

イ
シ
ャ
ウ
ッ
ド
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
「
暴
力
に
逆
ら
っ
て
書
く
文
学

大
江
健
三
郎
論
の
『
奇
妙
な
仕
事
』
に
逆
行
す
る
意
味
」
『
国
際

経
営
論
集
』（
神
奈
川
大
学
経
営
学
部
）

岡
村
知
子
「
太
宰
治
「
津
軽
通
信
」
論
：
〈
巫(

か
ん
な
ぎ)

〉
の
倫

理
に
つ
い
て
」
『
文
学
・
語
学
』
二
一
一
号
（
全
国
大
学
国
語
国
文

学
会
）

藤
田
明
史
「
平
和
学
か
ら
見
た
大
江
文
学
」『
ト
ラ
ン
セ
ン
ド
研
究
』

一
二
巻
二
号
（
ト
ラ
ン
セ
ン
ド
研
究
編
集
委
員
会
）

二
〇
一
五
年

北
山
敏
秀
「
大
江
健
三
郎
『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
歴
史
意
識
の

交
差
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
九
三
集

劉
蘇
曼
「
「
監
禁
状
態
」
の
構
造
の
解
明
：
大
江
健
三
郎
の
初
期
小

説
作
品
を
中
心
に
」
『
二
十
世
紀
研
究
』
一
六
号
（
二
十
世
紀
研
究

編
集
委
員
会
）

岡
和
田
晃
「
真
空
の
開
拓
者:

大
江
健
三
郎
の
「
後
期
の
仕
事(

レ

イ
ト
・
ワ
ー
ク)

」（
１
）
」『
未
来
』
五
八
一
号
（
未
来
社
）

南
徽
貞
「
現
代
の
「
悲
劇
の
表
現
者
」
：
大
江
健
三
郎
『
人
生
の
親

戚
』
論
」
『
言
語
・
地
域
文
化
研
究
』
二
一
号
（
東
京
外
国
語
大
学

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
科
）

高
橋
正
雄
「Sw

eet
Spot

文
学
に
見
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

大
江
健
三
郎
の
『
走
れ
、
走
り
つ
づ
け
よ
』：
精
神
障
害
の
祖
父
」
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『
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
四
三
巻
二
号
（
株
式
会
社
医
学
書
院
）

杉
山
若
菜
「
〈prayer

〉
〈

幻

〉
〈im

agination

〉
：
大
江
健
三
郎

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
か
ら
」『
日
本
文
學
研
究
』
五
四
号
（
大

東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
）

矢
島
正
「
大
江
健
三
郎
『
二
百
年
の
子
ど
も
』
の
教
材
性
」
『
群
馬

大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
編
』
六
四
号
（
群
馬
大
学

教
育
学
部
）

江
口
真
規
「
ら
し
ゃ
め
ん
の
変
容
と
戦
後
占
領
期
文
学
に
お
け
る
羊

の
表
象
：
高
見
順
『
敗
戦
日
記
』
・
大
江
健
三
郎
「
人
間
の
羊
」
を

中
心
に
」
『
文
学
研
究
論
集
』
三
三
号
（
筑
波
大
学
比
較
・
理
論
文

学
会
）

時
渝
軒
「
終
わ
ら
な
い
書
き
直
し
の
方
法
：
大
江
健
三
郎
『
晩
年
様

式
集(

イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ
イ
ル)

』
論
」
『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
一

三
号
（
山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
）

渡
邉
静
「
大
江
健
三
郎
「
鳩
」
論
」
『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
日
文

大
学
院
紀
要
』
二
二
号
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）

下
村
朋
世
「
大
江
健
三
郎
『
取
り
換
え
子

チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ
』
論

：
「
生
み
直
し
」
へ
の
軌
跡
」『
中
央
大
學
国
文
』
五
八
号
（
中
央
大

學
國
文
學
會
）

青
木
正
美
「
古
本
屋
控
え
帳
（

）
大
江
健
三
郎
「
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー

346

ン
」
事
件
」『
日
本
古
書
通
信
』
四
月
号
（
日
本
古
書
通
信
社
）

王
中
忱
「
重
ね
合
わ
せ
た
旅

織
り
交
ぜ
た
テ
ク
ス
ト
：
大
江
健
三

郎
「
無
垢
の
歌

経
験
の
歌
」
を
読
む
」
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
八
二

号
（
勉
誠
社)

池
澤
夏
樹
「
詩
の
な
ぐ
さ
め
（

）
大
江
健
三
郎
か
ら
Ｗ
・
Ｈ
・
オ

39

ー
デ
ン
へ
」『
図
書
』
六
月
号

山
根
献
「
「
戦
後
の
精
神
」
の
始
ま
り
の
現
象
：
『
大
江
健
三
郎
自
選

短
篇
』
に
み
る
小
説
の
方
法
」『
葦
牙
』
四
一
号
（
「
葦
牙
」
の
会
）

石
井
明
美
「
戦
後
七
〇
年
の
変
質
：
実
は
「
侮
辱
」
の
「
戦
間
期
」

だ
っ
た
？
（
辺
見
庸
と
大
江
健
三
郎
か
ら
）
」『
葦
牙
』
四
一
号
（
「
葦

牙
」
の
会
）

高
橋
正
雄
「Sw

eet
Spot

文
学
に
見
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

大
江
健
三
郎
の
『
作
家
自
身
に
と
っ
て
文
学
と
は
な
に
か
？
』
：
創

作
の
発
症
予
防
作
用
」
『
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
四
三
巻
八

号
（
医
学
書
院
）

藤
井
省
三
「
大
江
健
三
郎
と
『
魯
迅
と
日
本
文
学
』
」『
Ｕ
Ｐ
』
一
一

月
号
（
東
京
大
学
出
版
会
）

二
〇
一
六
年

奥
彩
子
「
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
死
者
と
歴
史
：
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ア
ル
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バ
ハ
リ
『
餌
』
と
大
江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子
』
」『
共
立
女
子
大
学

チ

ェ

ン

ジ

リ

ン

グ

文
芸
学
部
紀
要
』
六
二
号
（
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
）

村
上
克
尚
「
傍
ら
に
寄
り
添
う
動
物
：
大
江
健
三
郎
『
万
延
元
年
の

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
論
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
九
四
集

波
平
八
郎
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
文
学
論
：
大
江
健
三
郎
の
文
学
観
に
基

づ
く
」『
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
紀
要
』
二
四
号
（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
）

岡
和
田
晃
「
真
空
の
開
拓
者:
大
江
健
三
郎
の
「
後
期
の
仕
事
（
レ

イ
ト
・
ワ
ー
ク
）
」（
２
）
」『
未
来
』
五
八
二
号
（
未
来
社
）

岡
和
田
晃
「
真
空
の
開
拓
者:

大
江
健
三
郎
の
「
後
期
の
仕
事
（
レ

イ
ト
・
ワ
ー
ク
）
」（
３
）
」『
未
来
』
五
八
三
号
（
未
来
社
）

岡
和
田
晃
「
真
空
の
開
拓
者:

大
江
健
三
郎
の
「
後
期
の
仕
事
（
レ

イ
ト
・
ワ
ー
ク
）
」（
４
・
最
終
回
）
」『
未
来
』
五
八
四
号
（
未
来
社
）

時
渝
軒
「
隠
さ
れ
た
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
：
大
江
健
三
郎

『
取
り
替
え
子
』
論
」
『
研
究
論
集
』
一
五
号
（
北
海
道
大
学
文
学

チ

ェ

ン

ジ

リ

ン

グ

研
究
科
）

杉
山
若
菜
「
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
考
：
「visionary

」「
妹
」「
隠
喩
」
」

『
日
本
文
學
研
究
』
五
五
号
（
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
）

渡
邉
静
「
大
江
健
三
郎
初
期
作
品
研
究
：
「
喝
采
」
論
」『
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
大
学
日
文
大
学
院
紀
要
』
二
三
号
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）

池
沢
充
弘
「unlearn,

unteach

す
る
「
女
た
ち
」
の
語
り
：
大
江

健
三
郎
『
水
死
』
に
お
け
る
憑
坐
と
教
育
」『
言
語
態
』
一
五
号
（
言

語
態
研
究
会
）

豊
彩
夏
「
大
江
健
三
郎
作
品
に
お
け
る
男
性
同
性
愛
の
表
象
：
分
析

に
向
け
て
」
『
早
稲
田
現
代
文
芸
研
究
』
六
号
（
早
稲
田
文
芸
・
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
会
）

南
徽
貞
「
「
新
時
代
」
の
死
と
詩
：
大
江
健
三
郎
『
新
し
い
人
よ
眼

ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ

ざ
め
よ
』
論
」
『
東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報
』
二
〇
号

（
東
京
外
国
語
大
学
日
本
専
攻
）

今
井
亮
一
「
サ
ハ
リ
ン
で
の
大
江
健
三
郎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
参
加
報

告
：
あ
る
い
は
、
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
紀
行
」
『
れ
に
く
さ
：
現

代
文
芸
論
研
究
室
論
集
』
六
号
（
現
代
文
芸
論
研
究
室
）

今
井
亮
一
「
『
大
江
健
三
郎
自
選
短
篇
』
に
お
け
る
改
稿
を
め
ぐ
っ

て
」
『
れ
に
く
さ
：
現
代
文
芸
論
研
究
室
論
集
』
六
号
（
現
代
文
芸

論
研
究
室
）

時
渝
軒
「
批
評
と
小
説
の
間
：
大
江
健
三
郎
『
憂
い
顔
の
童
子
』
論
」

『
国
語
国
文
研
究
』
一
四
九
号
（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
）

藤
谷
恵
一
郎
「
一
篇
の
小
説
◆
大
江
健
三
郎
『
新
し
い
人
よ
眼
ざ
め

よ
』
」
『
Ｐ
Ｏ
：
総
合
詩
誌
』
一
六
三
号
（
二
〇
一
六
年
冬
号
）
（
竹

林
館
）
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小
川
榮
太
郎
「
日
本
虚
人
列
伝
（
第
２
回
）
大
江
健
三
郎
：
装
は
れ

た
難
解
さ

隠
さ
れ
た
乏
し
さ
」『
正
論
』
一
一
月
号
（
産
経
新
聞
社
）

黒
古
一
夫
「
大
江
健
三
郎
文
学
の
「
世
界
性
」
」『
世
界
文
学
』
一
二

四
号
（
世
界
文
学
会
）

宮
澤
隆
義
「
新
た
な
「
方
法
序
説
」
へ
：
大
江
健
三
郎
を
め
ぐ
っ
て
」

『
群
像
』
一
二
月
号

周
硯
舒
「
大
江
健
三
郎
の
「
私
」
語
り
の
特
徴
と
意
義
：
古
義
人
六

部
作
を
中
心
と
し
て
」
『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
二
号
（
東
ア
ジ
ア

文
化
研
究
会
）

二
〇
一
七
年

高
橋
由
貴
「
大
江
健
三
郎
「
死
者
の
奢
り
」
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
受

容
：
粘
つ
く
死
者
の
修

辞
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
七
四
集

レ
ト
リ
ッ
ク

加
藤
典
洋
「
敗
者
の
想
像
力
（
最
終
回
）
大
江
健
三
郎
の
晩
年
」

『Kotoba

』
二
六
号
（
集
英
社
）

杉
山
若
菜
「
「
『
相
互
反
転
』
し
た
『
救
世
主
は
従
っ
て
光
を
も
た
ら

す
人
な
の
で
あ
る
』
」：
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
考
察
」
『
日
本
文

學
研
究
』
五
六
号
（
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
）

北
村
隆
志
「
大
江
健
三
郎
『
新
し
い
人
よ
眼
ざ
め
よ
』
と
戦
後
憲
法
」

『
民
主
文
学
』
四
月
号

加
藤
典
洋
「
『
水
死
』
の
ほ
う
へ
：
大
江
健
三
郎
と
沖
縄
」『
す
ば
る
』

五
月
号
（
集
英
社
）

王
麗
華
「
核
時
代
に
お
け
る
現
代
人
の
信
仰
の
問
題
に
つ
い
て
：
大

江
健
三
郎
の
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』
を
中
心
に
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』

二
〇
七
号
（
勉
誠
社
）

菊
間
晴
子
「
「
後
期
の
仕
事
（
レ
イ
ト
・
ワ
ー
ク
）」
に
あ
っ
た
「
希

望
」
：
大
江
健
三
郎
の
小
説
作
品
に
お
け
る
死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
て
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
九
六
集

坪
井
秀
人
「
テ
ロ
ル
の
未
決
算
：
大
江
健
三
郞
「
政
治
少
年
死
す
」

ほ
か
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
七
五
集

藤
田
雅
子
「
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
を
め
ぐ
っ
て
：
折
口
信
夫
『
山

越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因
』
の
一
節
を
通
し
て
」
『
清
心
語
文
』
一

九
号
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
）

高
橋
由
貴
「
大
江
健
三
郎
「
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
エ
イ
ジ
の
守
護
神
」
論
」

『
日
本
文
学
』
六
六
巻
一
一
号

北
山
敏
秀
「
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
「
原
水
爆
被
災
白

書
」
の
思
想
：
「
被
爆
者
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
と
、
そ
の
〝
批
判
〟

に
対
す
る
意
識
の
あ
い
だ
」『
日
本
文
学
』
六
六
巻
一
一
号

小
林
由
紀
「
大
江
健
三
郎
『
晩
年
様
式
集(

イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ

イ
ル)
』
に
お
け
る
ア
サ
の
言
説
の
意
義
」『
比
較
文
化
研
究
』
一
二

九
号
（
日
本
比
較
文
化
学
会
）



93 ― 現代文藝研究 Vol.3 ―

大江健三郎関連文献目録

二
〇
一
八
年

松
岡
信
哉
「
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
か
ら
見
た
シ
ュ
ミ
ラ
ク
ル
と
リ

ア
ル
：D

on
D

eLillo

と
大
江
健
三
郎
の
冷
戦
期
お
よ
び
冷
戦
後
核

表
象
」『
龍
谷
大
學
論
集
』
四
九
一
号
（
龍
谷
学
会
）

坂
口
周
「
消
滅
の
寓
意
と
〈
想
像
力
〉
の
問
題
：
大
江
健
三
郎
か
ら

村
上
春
樹
へ
」
『
文
学
＋
』

第
１
号
（
凡
庸
の
会
）

梶
尾
文
武
「
大
江
健
三
郎
ノ
ー
ト
第
１
回
・
第
１
章

一
九
五
四
年

の
転
向
」『
文
学
＋
』
第
１
号
（
凡
庸
の
会
）

松
岡
信
哉
「
Ｓ
Ｆ
的
想
像
力
が
描
く
核
と
環
境
：D

on
D

eLillo

と

大
江
健
三
郎
のapocalyptic

fiction

」
『
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
レ

ヴ
ュ
ー
』

（
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
究
学
会
）

No.
11

木
口
慎
平
「
大
江
健
三
郎
『
空
の
怪
物
ア
グ
イ
ー
』
論
：
〈
ぼ
く
〉

の
《
語
り
》
を
中
心
に
」
『
愛
知
大
学
国
文
学
』
五
七
号
（
愛
知
大

学
国
文
学
会
）

高
橋
正
雄
「
精
神
医
学
的
に
み
た
近
代
日
本
文
学
（
第

報
）
大
江

27

健
三
郎
・
加
賀
乙
彦
・
古
井
由
吉
（
２
）
」
『
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
学
研

究
誌
』
一
八
巻
九
三
号
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
会
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
学
研

究
所
）

下
山
孃
子
「
大
江
健
三
郎
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』
の
〈
教
会
〉：
「
信

仰
を
持
た
な
い
も
の
」
の
祈
り
」
『
日
本
文
学
研
究
』
五
七
号
（
大

東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
）

中
島
紀
子
「
助
動
詞
「
よ
う
だ
」
の
使
用
効
果
：
大
江
健
三
郎
『
個

人
的
な
体
験
』
を
一
例
と
し
て
」
『
表
現
学
』
四
号
（
大
正
大
学
表

現
学
部
表
現
文
化
学
科
）

山
田
夏
樹
「
大
江
健
三
郎
「
人
間
の
羊
」
に
お
け
る
語
り
手
「
僕
」

の
問
題
性
：
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
ら
現
実
へ
（
上
）
」
『
学
苑
』
九
三
五

号
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）

松
本
拓
真
「
「
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
象
ら
れ
た
知
的
障
害
者
：
大
江
健

三
郎
「
案
内
人
」
論
」
『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
一
八

ス

ト

ー

カ

ー

号
（
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）

筒
井
康
隆
・
蓮
實
重
彥
「
同
時
代
の
大
江
健
三
郎
」『
群
像
』
八
月
号

尾
崎
真
理
子
「
『
大
江
健
三
郎
全
小
説
』
刊
行
記
念

圧
倒
的
な
体

験
が
始
ま
る
」
『
本
』
八
月
号
（
講
談
社
）

高
橋
源
一
郎
・
平
野
啓
一
郎
・
尾
崎
真
理
子
「
大
江
文
学
の
面
白
さ

を
と
こ
と
ん
語
り
つ
く
す
！
」『
群
像
』
九
月
号

横
田
喬
「
あ
の
人
こ
の
言
葉
（

）
大
江
健
三
郎
さ
ん
（
一
九
三
五

24

～
）
ヒ
ロ
シ
マ
は
人
類
全
体
の
最
も
鋭
く
露
出
し
た
傷
」『
大
法
輪
』

九
月
号
（
大
法
輪
閣
）

佐
藤
優
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
読
む
日
本
の
近
現
代
史
（
第

回
）
非

61

転
向
者
と
傍
観
者
：
六
〇
年
安
保
の
総
括
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
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ー
ル
』
大
江
健
三
郎
」『
文
藝
春
秋
』
一
〇
月
号

陳
宝
剣
「
大
江
健
三
郎
文
学
作
品
に
お
け
る
「
生
」
に
対
す
る
思
考

：
文
化
の
視
点
か
ら
」『
日
本
学
論
壇
』
二
号
（
新
日
本
文
化
研
究
会
）

二
〇
一
九
年

服
部
訓
和
「
研
究
展
望

『
大
江
健
三
郎
全
小
説
』
と
大
江
研
究
」

『
昭
和
文
学
研
究
』
第
七
九
集

北
山
敏
秀
「
「
声
の
な
い
」
呼
び
か
け
を
聴
く
：
大
江
健
三
郎
『
個

人
的
な
体
験
』
に
お
け
る
規
範
へ
の
意
識
と
、
規
範
を
差
異
化
す
る

身
体
」『
社
会
文
学
』
第
四
九
号

陸
川
博
「
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
の
画
集
：
大
江

健
三
郎
と
久
保
貞
次
郎
の
邂
逅
」『
デ
ル
タ
：
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
、

ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン
、
ロ
レ
ン
ス
・
ダ
レ
ル
研
究
論
集
』
一
一
号
（
日

本
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
協
会
）

松
本
拓
真
「
『
静
か
な
生
活
』
に
お
け
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
手
法
：
大

江
健
三
郎
『
静
か
な
生
活
』
論
」
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
二
一

号
（
立
教
大
学
日
本
文
学
会
）

王
新
新
「
初
期
大
江
健
三
郎
試
論
：
戦
後
再
啓
蒙
・
自
己
啓
蒙
・
文

化
批
評
の
様
相
」
『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
四
号
（
國
學
院
大
學
大

学
院
文
学
研
究
科
）

春
日
勉
「
法
学
者
の
本
棚

大
江
健
三
郎

あ
い
ま
い
な
日
本
の
私

：
普
遍
的
な
表
現
を
め
ざ
し
て
」
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
六
四
巻
二
号

（
日
本
評
論
社
）

杉
山
若
菜
「
大
江
健
三
郎
に
お
け
る
想
像
力
の
軌
跡
：
〈
祈
り
〉
に

向
け
て
」『
日
本
文
學
研
究
』
五
八
号
（
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
）

藤
井
聡
・
柴
山
桂
太
・
浜
崎
洋
介
・
川
端
祐
一
郎
「
対
米
従
属
文
学

論
（
第
５
回
）
戦
後
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
へ
の
「
監
禁
」
：
大
江
健
三
郎

「
後
退
的
青
年
研
究
所
」「
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
に
つ
い
て
」『
表
現

者

ク
ラ
イ
テ
リ
オ
ン
』
三
月
号
（
啓
文
社
書
房
）

稲
村
聡
「
戦
争
の
諸
側
面
と
「
戦
争
文
学
」
：
開
高
健
、
大
江
健
三

郎
の
作
品
を
中
心
に
」
『
社
学
研
論
集
』
三
三
号
（
早
稲
田
大
学
大

学
院
社
会
科
学
研
究
科
）

沼
野
充
義
「
大
江
健
三
郎
と
世
界
文
学:

周
縁
か
ら
普
遍
へ
」
『
ア

ジ
ア
文
化
』
三
六
号
（
ア
ジ
ア
文
化
編
集
委
員
会
）

尾
崎
真
理
子
「
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
は
大
江
健
三
郎
に
如
何
に
し
て
も

た
ら
さ
れ
た
か
」
『
ア
ジ
ア
文
化
』
三
六
号
（
ア
ジ
ア
文
化
編
集
委

員
会
）

松
本
拓
真
「
兄
の
「
性
」
／
妹
の
「
性
」
を
め
ぐ
る
物
語
：
大
江
健

三
郎
『
静
か
な
生
活
』
論
」
『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』

一
九
号
（
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）

田
鎖
数
馬
「
大
江
健
三
郎
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
論
』
：
「
再
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生
へ
の
始
動
」
と
過
去
の
継
承
」『
国
語
国
文
』
八
八
巻
一
〇
号
（
京

都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
）

新
船
海
三
郞
「
大
江
健
三
郎
と
天
皇
（
制
）
、
ま
た
「
戦
後
民
主
主

義
」（
上
）
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
か
ら
「
晩
年
様
式
集
（
イ
ン
・
レ

イ
ト
・
ス
タ
イ
ル
）」
ま
で
」『
民
主
文
学
』
一
二
月
号
（
日
本
民
主

主
義
文
学
会
）

二
〇
二
〇
年

新
船
海
三
郎
「
大
江
健
三
郎
と
天
皇
（
制
）
、
ま
た
「
戦
後
民
主
主

義
」（
下
）
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
か
ら
「
晩
年
様
式
集
（
イ
ン
・
レ

イ
ト
・
ス
タ
イ
ル
）」
ま
で
」『
民
主
文
学
』
一
月
号
（
日
本
民
主
主

義
文
学
会
）

梟
木
「
野
生
と
の
連
帯
と
裏
切
り
：
大
江
健
三
郎
の
「
野
生
」
へ
の

嗅
覚
」『
ト
ー
キ
ン
グ
ヘ
ッ
ズ
叢
書
（
特
集
：
野
生
の
ミ
ラ
ク
ル
）』

号
（
ア
ト
リ
エ
サ
ー
ド
）

81李
承
俊
「
韓
国
語
教
育
に
お
け
る
翻
訳
の
活
用
の
試
み
：
大
江
健
三

郎
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
の
韓
国
語
翻
訳
を
事
例
に
」『
愛

知
学
院
大
学
語
研
紀
要
』
四
五
巻
一
号
（
愛
知
学
院
大
学
語
学
研
究

所
）

野
崎
歓
「
寛
容
の
精
神
：
渡
辺
一
夫
と
大
江
健
三
郎
を
読
む
」

『Kotoba

』
三
八
号
（
集
英
社
）

工
藤
庸
子
「
文
学
に
お
け
る
性
差
の
力
学
：
丸
山
眞
男
と
大
江
健
三

郎
」
『
学
士
会
会
報
』
Ｎ
ｏ
．
９
４
０
（
一
般
社
団
法
人
学
士
会
）

松
本
拓
真
「
「
《
希
望
》」
と
「
《
忍
耐
》」
の
「
辞
書
」：
大
江
健
三
郎

『
個
人
的
な
体
験
』
論
」
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
二
三
号
（
立

教
大
学
日
本
文
学
会
）

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
と
「
晩
年
の
仕
事
」（
第
１
回
）
取
り
替
え
子

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

チ

ェ

ン

ジ

リ

ン

グ

：
人
生
の
窮
境
と
小
説
を
書
く
こ
と
」『
群
像
』
二
月
号

西
岡
宇
行
「
大
江
健
三
郎
『
晩
年
様
式
集
』
に
描
出
さ
れ
る
「
私
」

と
「
私
ら
」
と
の
関
係
：
ア
サ
の
妄
想
語
り
の
分
析
を
中
心
に
」『
言

語
情
報
科
学
』
一
八
号
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語

情
報
科
学
専
攻
）

趙
春
英
・
金
珽
実
・
郭
俊
海
「
作
家
同
士
の
交
遊
：
大
江
健
三
郎
と

中
国
近
現
代
の
作
家
た
ち
を
め
ぐ
っ
て
」
『
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン

タ
ー
紀
要
』
二
八
号
（
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
）

尾
崎
真
理
子
「
『
大
江
健
三
郎
全
小
説
』
を
読
ん
で
、
見
え
て
き
た

こ
と
」
『
早
稲
田
現
代
文
芸
研
究
』
一
〇
号
（
早
稲
田
文
芸
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
学
会
）

絓
秀
実
「
小
説
家
・
大
江
健
三
郎
：
そ
の
天
皇
制
と
戦
後
民
主
主
義
」

『
群
像
』
三
月
号

沼
野
充
義
「
紀
行

チ
ェ
ー
ホ
フ
と
サ
ハ
リ
ン
の
美
し
い
ギ
リ
ヤ
ー
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ク
人
：
村
上
春
樹
、
大
江
健
三
郎
か
ら
サ
ン
ギ
ま
で
」
『
す
ば
る
』

三
月
号
（
集
英
社
）

高
橋
正
雄
「Sw

eet
Spot

文
学
に
見
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

大
江
健
三
郎
の
『
治
療
塔
』：
首
相
に
な
っ
た
元
リ
ハ
医
」『
総
合

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
四
八
巻
三
号
（
医
学
書
院
）

沼
野
充
義
「
チ
ェ
ー
ホ
フ
と
サ
ハ
リ
ン
の
美
し
い
ニ
ヴ
フ
人
：
村
上

春
樹
、
大
江
健
三
郎
か
ら
サ
ン
ギ
ま
で
」
『
れ
に
く
さ
：
現
代
文
芸

論
研
究
室
論
集
』
一
〇
巻
一
号
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研

究
科
・
文
学
部

現
代
文
芸
論
研
究
室
）

井
上
隆
史
「
三
島
由
紀
夫
と
大
江
健
三
郎
：
世
界
文
学
の
観
点
か
ら
」

『
れ
に
く
さ
：
現
代
文
芸
論
研
究
室
論
集
』
一
〇
巻
一
号
（
東
京
大

学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部

現
代
文
芸
論
研
究
室
）

四
方
朱
子
「
「
他
人
の
足
」
：
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」
『
日
本

研
究
』
六
〇
号
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

尾
崎
真
理
子
「
ギ
ー
兄
さ
ん
と
は
誰
か
：
大
江
健
三
郎
と
柳
田
国
男

（
１
）
」『
群
像
』
四
月
号

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
と
「
晩
年
の
仕
事
」
（
第
２
回
）
憂
い
顔

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

の
童
子
：
セ
ル
バ
ン
テ
ス
、
ジ
ョ
イ
ス
、
古
義
人
」『
群
像
』
五
月
号

尾
崎
真
理
子
「
ギ
ー
兄
さ
ん
と
は
誰
か
：
大
江
健
三
郎
と
柳
田
国
男

（
２
）
」『
群
像
』
五
月
号

尾
崎
真
理
子
「
ギ
ー
兄
さ
ん
と
は
誰
か
：
大
江
健
三
郎
と
柳
田
国
男

（
完
結
）
」
『
群
像
』
六
月
号

桒
原
丈
和
「
大
江
健
三
郎
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』
に
つ
い
て
：
１

９
８
９
～
９
０
年
の
天
皇
代
替
わ
り
儀
式
と
の
関
連
か
ら
」『
渾
沌
』

一
七
号
（
近
畿
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
）

田
中
和
生
「
現
代
文
学
を
読
む
（

）
大
学
の
ゼ
ミ
で
大
江
健
三
郎

47

を
読
む
」『W

ill

』
九
月
号
（
ワ
ッ
ク
株
式
会
社
）

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
と
「
晩
年
の
仕
事
」
（
第
３
回
）
と
り
あ

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

え
ず
の
し
め
く
く
り
と
し
て
の
『
さ
よ
う
な
ら
、
私
の
本
よ
！
』
」『
群

像
』
九
月
号

宮
澤
隆
義
「
時
代
の
「
総
括
」
の
後
に
：
大
江
健
三
郎
「
革
命
女
性
」

レ
ヴ
ォ
リ
ュ
シ
ョ
ナ
リ
・
ウ
ー
マ
ン

論
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
八
一
集

新
屋
敷
恵
美
子
「
法
学
者
の
本
棚

自
分
を
創
る
も
の
：
僕
が
本
当

に
若
か
っ
た
頃

大
江
健
三
郎
著
」
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
六
五
巻
一

〇
号
（
日
本
評
論
社
）

長
山
靖
生
「
Ｓ
Ｆ
の
あ
る
文
学
誌
（
第

回
）
大
江
健
三
郎
的
想
像

72

力
（
１
）
核
を
め
ぐ
る
過
剰
も
し
く
は
貧
困
」
『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』

一
〇
月
号
（
早
川
書
房
）

工
藤
庸
子
・
尾
崎
真
理
子
「
『
大
江
健
三
郎
全
小
説
全
解
説
』
刊
行

記
念
対
談

女
た
ち
の
大
江
健
三
郎
」『
群
像
』
一
一
月
号
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長
山
靖
生
「
Ｓ
Ｆ
の
あ
る
文
学
誌
（
第

回
）
大
江
健
三
郎
的
想
像

73

力
（
２
）
宇
宙
意
志
か
ら
神
話
的
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
」
『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ

ン
』
一
二
月
号
（
早
川
書
房
）

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
と
「
晩
年
の
仕
事
」（
第
４
回
）
「
戦
後
民

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

主
主
義
」
と
『
水
死
』
」『
群
像
』
一
二
月
号

松
本
拓
真
「
「
わ
れ
わ
れ
」
の
空
に
浮
游
す
る
ア
グ
イ
ー
：
大
江
健

三
郎
「
空
の
怪
物
ア
グ
イ
ー
」
論
」
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
二

四
号
（
立
教
大
学
日
本
文
学
会
）

二
〇
二
一
年

西
岡
宇
行
「
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
に
お
け
る
語
り
の
方
法
：
憑
坐

（
よ
り
ま
し
）
の
語
り
に
着
目
し
て
」『
社
会
文
学
』
第
五
三
号

趙
春
英
「
大
江
健
三
郎
と
劉
再
復
：
文
学
の
主
体
性
構
築
を
巡
っ
て
」

『
日
中
文
化
学
報
』
二
号
（
『
日
中
文
化
学
報
』
事
務
局
）

菊
間
晴
子
「
「
テ
ン
窪
大
檜
」
の
表
象
に
見
る
「
魂
」
の
救
済
可
能

性
：
大
江
健
三
郎
『
懐
か
し
い
年
へ
の
手
紙
』
、『
燃
え
あ
が
る
緑
の

木
』
の
比
較
分
析
を
通
し
て
」『
超
域
文
化
科
学
紀
要
』
二
五
号
（
東

京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻
）

北
山
敏
秀
「
「
世
代
」
的
な
表
象
の
手
前
で
：
大
江
健
三
郎
「
飼
育
」

に
お
け
る
《
戦
争
》
の
意
味
」
『
研
究
紀
要
』
五
一
号
（
鹿
児
島
純

心
女
子
短
期
大
学
）

西
岡
宇
行
「
大
江
健
三
郎
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
に
み
る
書
き
直
し
過

程
の
主
題
化
：
大
き
な
物
語
の
終
焉
に
向
か
っ
て
」
『
言
語
情
報
科

学
』
一
九
号
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報
科
学

専
攻
）

高
橋
正
雄
「Sw

eet
Spot

文
学
に
見
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

大
江
健
三
郎
の
『
芽
む
し
り
仔
撃
ち
』
：
感
染
症
文
学
と
し
て
の

側
面
」『
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
四
九
巻
二
号
（
医
学
書
院
）

奥
泉
光
・
い
と
う
せ
い
こ
う
「
大
江
健
三
郎
『
芽
む
し
り
仔
撃
ち
』

を
読
む
」『
す
ば
る
』
三
月
号
（
集
英
社
）

大
杉
重
男
「
「
本
当
の
事
」
を
言
っ
た
「
獣
」：
大
江
健
三
郎
『
万
延

元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
論
」
『
人
文
学
報
』
五
一
七
号
（
東
京
都

立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
人
文
学
報
編
集
委
員
会
）

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
と
「
晩
年
の
仕
事
」（
第
５
回
）
晩
年
様
式
集

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ
イ
ル

：
十
年
後
に
読
む
「
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
小
説
」
」『
群
像
』
三
月
号

西
欣
也
「
テ
ロ
時
代
の
フ
ィ
グ
ー
ラ

後
期
大
江
文
学
に
お
け
る
方

法
と
内
実
」
『
心
の
危
機
と
臨
床
の
知
』
二
二
巻
（
甲
南
大
学
人
間

科
学
研
究
所
）

西
岡
宇
行
「
大
江
健
三
郎
『
懐
か
し
い
年
へ
の
手
紙
』
に
書
き
込
ま

れ
る
「
義
」
の
あ
り
よ
う
：
戦
後
文
学
者
の
意
志
の
継
承
と
い
う
モ

チ
ー
フ
」
『JunC

ture

：
超
域
的
日
本
文
化
研
究
』
一
二
号
（
名
古
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屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
附
属
超
域
文
化
社
会
セ
ン
タ
ー
）

尾
崎
真
理
子
「
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
書
く
：
大
江
健
三
郎
の
「
自
筆

原
稿
」
が
秘
め
る
価
値
」『
群
像
』
四
月
号

團
野
光
晴
「
〈
戦
後
日
本
〉
の
死
と
再
生
：
大
江
健
三
郎
『
懐
か
し

い
年
へ
の
手
紙
』
論
」
『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
四
六
号
（
金
沢
大

学
国
語
国
文
学
会
）

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
と
「
晩
年
の
仕
事
」（
最
終
回
）
「
戦
後
の

レ

イ

ト

・

ワ

ー

ク

精
神
」
に
つ
い
て
」『
群
像
』
六
月
号

宮
澤
隆
義
「
大
江
健
三
郎
のquarantine
」『
群
像
』
八
月
号

蓮
實
重
彥
「
窮
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
：
大
江
健
三
郎
『
水

死
』
論
」『
群
像
』
一
〇
月
号

田
鎖
数
馬
「
大
江
健
三
郎
「
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
成
立
の
背
景
：

安
部
公
房
の
「
警
告
」
」
『
高
知
大
国
文
』
五
二
号
（
高
知
大
学
国
語

国
文
学
会
）

佐
高
信
「
佐
高
信
の
（
新
）
人
物
診
断

大
江
健
三
郎
と
新
し
い
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
二
月
一
九
日
号
（
毎
日
新

聞
出
版
）

二
〇
二
二
年

平
田
賢
司
朗
「
「
聖
女
」
の
表
象
：
大
江
健
三
郎
『
人
生
の
親
戚
』

論
」
『
日
本
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
論
集
』
一
八
巻
（
日
本
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
）

加
藤
雄
二
「
「
始
ま
り
の
始
ま
り
」
を
め
ぐ
る
一
つ
の
遊
戯
：
現
代

日
本
文
学
か
ら
、
川
端
康
成
、
小
林
秀
雄
、
大
江
健
三
郎
へ
」
『
総

合
文
化
研
究
』
二
五
号
（
東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所
）

佐
久
本
佳
奈
「
大
江
健
三
郎
「
人
間
の
羊
」
論
：
〈
法
〉
の
手
前
の

監
禁
空
間
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
八
四
集

楠
田
剛
士
「
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
再
読
の
た
め
に
」『
原
爆
文
学

研
究
』
二
〇
号
（
原
爆
文
学
研
究
会
）

山
本
昭
宏
「
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
大
江
健
三
郎
と
広
島
の
関
係
を

め
ぐ
る
一
考
察
：
『
中
国
新
聞
』
と
『
世
界
』
に
注
目
し
て
」『
原
爆

文
学
研
究
』
二
〇
号
（
原
爆
文
学
研
究
会
）

前
田
健
太
・
前
田
圭
介
「
文
学
は
教
育
に
不
要
か
？
：
大
江
健
三
郎

「
他
人
の
足
」
を
用
い
た
教
科
横
断
型
授
業
の
実
践
」
『
早
稲
田
大

学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
六
六
号
（
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
）

田
中
聖
仁
「
大
江
健
三
郎
の
小
説
に
お
け
る
読
書
行
為
：
テ
ク
ス
ト

を
解
釈
す
る
登
場
人
物
」
『
表
現
文
化
』
一
一
号
（
大
阪
市
立
大
学

大
学
院

文
学
研
究
科

文
化
構
想
学
専
攻

表
現
文
化
学
教
室
）

林
欣
彤
「
大
江
健
三
郎
『
河
馬
に
噛
ま
れ
る
』
に
み
る
多
義
的
な
人

間
と
〈
共
生
〉
の
道
程
：
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
を
図
る
た
め
に
」『
九

大
日
文
』
三
九
号
（
九
州
大
学
日
本
語
文
学
会
）
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村
松
真
理
子
「
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
の
森
と
植
物
を
め
ぐ
る
：
大
江
健

三
郎
と
マ
リ
ア
・
コ
ル
テ
ィ
の
対
話
に
導
か
れ
て
」
『O

dysseus

：

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
紀
要
』
二

六
号
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
）

村
上
克
尚
「
人
間
を
問
い
直
す
：
戦
後
文
学
と
震
災
後
文
学
に
お
け

る
動
物
の
主
題
を
つ
な
い
で
」
『
文
学
・
語
学
』
二
三
五
号
（
全
国

大
学
国
語
国
文
学
会
）

陳
汝
倩
「
内
的
対
話
に
よ
る
死
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
大
江
健
三
郎
『
死

者
の
奢
り
』
論
」
『
立
命
館
文
學
』
六
七
九
号
（
立
命
館
大
学
人
文

学
会
）

村
上
克
尚
「
研
究
展
望

「
大
江
健
三
郎
文
庫
」
（
仮
称
）
の
未
来

に
向
け
て
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
八
五
集

工
藤
庸
子
「
文
学
ノ
ー
ト
・
大
江
健
三
郎
（
１
）
敗
戦
と
小
説
に
つ

い
て
：
大
岡
昇
平×

大
江
健
三
郎
」『
群
像
』
九
月
号

工
藤
庸
子
「
文
学
ノ
ー
ト
・
大
江
健
三
郎
（
１
）
敗
戦
と
小
説
に
つ

い
て
：
大
岡
昇
平×

大
江
健
三
郎
（
第
２
回
）
」
『
群
像
』
一
〇
月
号

河
村
義
人
「
「
戦
前
」
の
今
、「
反
戦
の
書
」
を
読
む
（

）
大
江
健

43

三
郎
往
復
書
簡

暴
力
に
逆
ら
っ
て
書
く
」
『
部
落
解
放
』
一
〇
月

号
（
解
放
出
版
社
）

松
本
拓
真
「
鳴
り
響
く
終
末
の
音
を
聴
く
こ
と
：
大
江
健
三
郎
『
洪

水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
論
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
一
〇
七
集

工
藤
庸
子
「
文
学
ノ
ー
ト
・
大
江
健
三
郎
（
１
）
敗
戦
と
小
説
に
つ

い
て
：
大
岡
昇
平×

大
江
健
三
郎
（
第
３
回
）
」『
群
像
』
一
一
月
号

工
藤
庸
子
「
文
学
ノ
ー
ト
・
大
江
健
三
郎
（
１
）
敗
戦
と
小
説
に
つ

い
て
：
大
岡
昇
平×

大
江
健
三
郎
（
第
４
回
）
」『
群
像
』
一
二
月
号

鶴
見
太
郎
・
尾
崎
真
理
子
「
『
大
江
健
三
郎
の
「
義
」』
刊
行
記
念
対

談

大
江
健
三
郎
と
柳
田
国
男
の
〝
夢
の
ゆ
く
え
〟
」
『
群
像
』
一

二
月
号

出
原
隆
俊
「
大
江
健
三
郎
『
飼
育
』
を
読
む
」
『
語
文
』
一
一
九
号

（
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
）

二
〇
二
三
年

山
田
夏
樹
「
大
江
健
三
郎
「
人
間
の
羊
」
に
お
け
る
語
り
手
「
僕
」

の
問
題
性
：
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
ら
現
実
へ
（
下
）
」
『
学
苑
』
九
七
一

号
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）

宮
澤
隆
義
「
〈
人
民
〉
か
ら
遠
く
離
れ
て
：
大
江
健
三
郎
「
セ
ヴ
ン

テ
ィ
ー
ン
」「
政
治
少
年
死
す
」
論
」
『
Ｇ
︲
Ｗ
︲
Ｇ
』
七
号
（
Ｇ
︲

Ｗ
︲
Ｇ
編
集
委
員
会
）

ヒ
カ
リ
ク
ラ
ブ
「
女
た
ち
の
「
＋
α
」
：
大
江
健
三
郎
『
晩
年
様
式

集
（
イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ
イ
ル
）
』
の
差
異
／
戦
後
民
主
主
義
／

固
有
名
」『
Ｇ
︲
Ｗ
︲
Ｇ
』
七
号
（
Ｇ
︲
Ｗ
︲
Ｇ
編
集
委
員
会
）
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西
岡
宇
行
「
大
江
健
三
郎
『
宙
返
り
』
に
お
け
る
反
復
：
象
徴
天
皇

制
と
の
関
わ
り
を
視
座
と
し
て
」
『
言
語
情
報
科
学
』
二
一
号
（
東

京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報
科
学
専
攻
）

若
尾
裕
「
障
害
学
か
ら
の
音
楽
療
法
へ
の
問
い
か
け
：
大
江
健
三
郎

の
障
害
受
容
を
事
例
と
し
て
」
『
音
楽
教
育
学
』
五
三
巻
一
号
（
日

本
音
楽
教
育
学
会
）

瀬
崎
圭
二
「
意
味
も
な
く
、
だ
ら
し
な
く
生
き
る
若
者
た
ち
：
大
江

健
三
郎
『
わ
れ
ら
の
時
代
』
の
消
費
文
化
」
『
同
志
社
国
文
学
』
九

八
号
（
同
志
社
大
学
国
文
学
会
）

佐
藤
光
「
大
江
健
三
郎
「
新
し
い
人
よ
眼
ざ
め
よ
」
に
お
い
て
再
創

造
さ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
」
『
比
較
文
学
』
六
五
号
（
日

本
比
較
文
学
会
）

蓮
實
重
彥
「
些
事
に
こ
だ
わ
り
（

）
ま
た
ぞ
ろ
大
江
健
三
郎
の
「
に

12

が
い
コ
オ
フ
ィ
」
を
論
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
間
違
っ
て
も
二
番
煎

と
は
な
ら
ぬ
の
で
安
心
さ
れ
た
い
」
『
ち
く
ま
』
六
二
四
号
（
筑
摩

書
房
）

樋
口
陽
一
「
大
江
健
三
郎

こ
と
ば
が
照
ら
す
先

日
本
と
日
本
人

と
い
う
自
分

思
索
と
行
動
と
」
『
朝
日
新
聞
』
三
月
二
八
日

司
修
「
追
悼

大
江
健
三
郎

悲
し
み
も
よ
く
語
る
道
化
」
『
季
刊

文
科
』
九
二
号
（
鳥
影
社
）

富
岡
幸
一
郎
「
宗
教
と
政
治
の
狭
間
：
二
十
一
世
紀
の
混
沌
の
中
で

（
第

回
）
大
江
健
三
郎
の
逝
去
」
『
宗
教
問
題
』
四
二
号
（
白
馬

33

社
）

小
森
陽
一
「
大
江
健
三
郎
さ
ん
を
追
悼
す
る
：
日
本
国
憲
法
の
精
神

を
生
き
抜
い
た
文
学
者
」『
世
界
』
五
月
号
（
岩
波
書
店
）

平
野
啓
一
郎
・
尾
崎
真
理
子
「
大
江
健
三
郎
を
偲
ぶ
」『
文
藝
春
秋
』

五
月
号

仲
俣
暁
生
「
文
芸
時
評

文
学
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（

）
79

大
江
健
三
郎
と
「
世
界
文
学
」
」
『
出
版
人
・
広
告
人
』
五
月
号
（
出

版
人
）

田
中
和
生
「
現
代
文
学
を
読
む
（

）
大
江
健
三
郎
の
死
と
戦
後
文

79

学
の
終
わ
り
」
『W

ill

』
五
月
号
（
ワ
ッ
ク
株
式
会
社
）

篠
原
学
「
小
説
の
技
術
と
モ
ラ
ル
：
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
の
大
江
健

三
郎
評
」
『
言
語
文
化
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
２
０
２
２
（
二

〇
二
三
年
発
行
）
』（
大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
言
語
文
化
学

専
攻
）

方
蓓
蓓
「
大
江
健
三
郎
文
学
研
究
の
状
況
と
傾
向
：
第
五
回
大
江
健

三
郎
文
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
略
記
」
『
ア
ジ
ア
文
化
』
四
四
号
（
ア
ジ

ア
文
化
編
集
委
員
会
）

箱
乃
な
か
み
「
背
伸
び
を
す
れ
ば
届
く
場
所
に
あ
る
：
追
悼

大
江



101 ― 現代文藝研究 Vol.3 ―

大江健三郎関連文献目録

健
三
郎
」『
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ス
ト
』
五
号
（
田
畑
書
店
）

富
岡
幸
一
郎
「
虛
構
と
言
語
：
戦
後
日
本
文
学
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー

（
第

回
）
大
江
健
三
郎
の
文
学
と
戦
後
民
主
主
義
」
『
表
現
者

26

ク
ラ
イ
テ
リ
オ
ン
』
五
月
号
（
啓
文
社
書
房
）

流
山
児
祥
「
旅
す
る
演
出
家
（

）
大
江
健
三
郎
氏
の
死
と
Ｏ
Ｋ
Ｉ

51

Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
２
部
作
上
演
：
ジ
ャ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
２
０
２
３
」
『
テ
ア

ト
ロ
』
五
月
号
（
カ
モ
ミ
ー
ル
社
）

北
村
隆
志
「
大
江
健
三
郎
を
読
み
直
す
た
め
に
」
『
民
主
文
学
』
六

月
号
（
日
本
民
主
主
義
文
学
会
）

石
川
義
正
「
生
殖
す
る
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
：
大
江
健
三
郎
『
水
死
』

に
お
け
る
人
工
妊
娠
中
絶
と
戦
争
」『
群
像
』
七
月
号

工
藤
庸
子
「
文
学
ノ
ー
ト
・
大
江
健
三
郎
（
第
５
回
）
Ⅱ

沸
騰
的

な
よ
う
な
一
九
七
〇
年
代
：
大
江
健
三
郎
／
蓮
實
重
彥
」
『
群
像
』

七
月
号

岡
和
田
晃
「
「
侮
辱
」
の
感
覚
を
手
放
さ
な
い
対
位
法
的
な
詩
学
：

大
江
健
三
郎
『
晩
年
様
式
集
』
」
『
世
界
』
七
月
号
（
岩
波
書
店
）

梶
尾
文
武
「
純
粋
天
皇
の
降
臨
と
解
体
：
一
九
七
〇
年
前
後
に
お
け

る
大
江
健
三
郎
の
中
篇
小
説
」
『
国
語
と
国
文
学
』
八
月
号
（
明
治

書
院
）

山
本
昭
宏
「
大
江
健
三
郎
の
「
戦
後
民
主
主
義
」
：
東
ア
ジ
ア
か
ら

破
局
の
兆
し
を
見
つ
め
た
知
識
人
」『
世
界
』
八
月
号
（
岩
波
書
店
）

岩
川
あ
り
さ
「
書
き
言
葉
と
声
の
往
還
、
音
楽
が
響
く
と
き
：
大
江

健
三
郎
『
晩
年
様
式
集
（
イ
ン
・
レ
イ
ト
・
ス
タ
イ
ル
）』
論
」『
日

本
文
学
』
八
月
号

小
野
沢
稔
彦
「
大
江
健
三
郎
の
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
世
界
」
」『
サ

ン
デ
ー
毎
日
』
八
月
二
〇
日
・
二
七
日
合
併
号
（
毎
日
新
聞
出
版
）

司
修
「
追
悼
・
大
江
健
三
郎

『
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
』
を
読
み
な
が

ら
」『
図
書
』
八
月
号

三
上
晋
「
大
江
健
三
郎
『
沖
縄
ノ
ー
ト
』
：
脱
日
米
核
安
保
・
平
和

建
設
の
主
体
形
成
を
め
ざ
し
て
」『
季
報
唯
物
論
研
究
』
八
月
号
（
季

報
『
唯
物
論
研
究
』
刊
行
会
）

新
船
海
三
郎
「
「
平
和
」
と
「
勝
利
」
と
「
民
主
」
と
い
う
思
想
：

大
江
健
三
郎
の
二
つ
の
ノ
ー
ト
か
ら
」
『
民
主
文
学
』
九
月
号
（
日

本
民
主
主
義
文
学
会
）

川
満
信
一
「
大
江
健
三
郎
ノ
ー
ト
：
ウ
チ
ナ
ー
・
マ
ン
ガ
タ
ミ
の
自

責
」『
世
界
』
九
月
号
（
岩
波
書
店
）

工
藤
庸
子
「
文
学
ノ
ー
ト
・
大
江
健
三
郎
（
第
６
回
）
Ⅱ

沸
騰
的

な
よ
う
な
一
九
七
〇
年
代
：
大
江
健
三
郎
／
蓮
實
重
彥
」
『
群
像
』

九
月
号

司
修
「
小
説
・
さ
よ
う
な
ら
大
江
健
三
郎
こ
ん
に
ち
は
」
『
季
刊
文



102― 現代文藝研究 Vol.3 ―

科
』
九
三
号
（
鳥
影
社
）

渡
辺
祐
真
「
読
み
読
ま
れ
、
書
き
書
か
れ
る
主
体
：
大
江
健
三
郎
に

入
門
す
る
た
め
に
」『
世
界
』
一
一
月
号
（
岩
波
書
店
）

工
藤
庸
子
「
文
学
ノ
ー
ト
・
大
江
健
三
郎
（
第
７
回
）
Ⅱ

沸
騰
的

な
よ
う
な
一
九
七
〇
年
代
：
大
江
健
三
郎
／
蓮
實
重
彥
」
『
群
像
』

一
一
月
号

中
根
隆
行
「
大
江
健
三
郎
と
「
戦
後
の
精
神
」
」『
愛
媛
国
文
研
究
』

七
三
号
（
愛
媛
国
語
国
文
学
会
）

二
〇
二
四
年

影
浦
弘
司
「
敬
し
て
近
づ
け
！

友
愛
の
大
江
文
学
」『
文
化
愛
媛
』

八
七
号
（
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団
）

菅
紀
子
「
え
ひ
め
文
学
館
（

）
追
悼

大
江
健
三
郎
（
１
９
３
５

47

︱
２
０
２
３
）
：
愛
媛
か
ら
世
界
へ
」
『
文
化
愛
媛
』
八
七
号
（
愛
媛

県
文
化
振
興
財
団
）

畑
中
佳
恵
「
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
：
大
江
健
三
郎
「
飼
育
」
の

《
僕
》
の
加
害
性
」
『
福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
三
三
号
（
福

岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
）

李
敏
知
「
大
江
健
三
郎
『
個
人
的
な
体
験
』
論
：
「
共
同
」
の
体
験

と
し
て
の
「
個
人
的
」
な
体
験
」
『
国
語
と
国
文
学
』
二
月
号
（
筑

摩
書
房
）

秋
満
吉
彦
「
ヘ
ル
メ
ス
神
が
導
く
名
著
選
び
：
大
江
健
三
郎
と
『
へ

る
め
す
』
の
知
」『
図
書
』
二
月
号

池
澤
夏
樹
「
沖
縄
の
大
江
健
三
郎
」『
図
書
』
三
月
号

阿
部
賢
一
「
「
最
後
の
小
説
」
に
向
け
て
：
大
江
健
三
郎
の
自
筆
原

稿
」『
図
書
』
三
月
号

原
広
司
「
死
者
と
と
も
に
生
き
よ
：
「
ブ
ー
ン
と
い
う
音
」
」『
図
書
』

、
、
、
、
、
、
、

三
月
号

平
野
啓
一
郎
「
記
憶
へ
の
声
、
記
憶
か
ら
の
声
：
大
江
健
三
郎
、
瀬

戸
内
寂
聴
、
東
ア
ジ
ア
文
学
交
流
と
Ａ
Ｉ
時
代
の
文
学
」
『
群
像
』

三
月
号

市
川
沙
央
・
岩
川
あ
り
さ
・
菊
間
晴
子
「
鼎
談

大
江
健
三
郎
は
何

度
で
も
新
し
い
」『
文
學
界
』
三
月
号

毛
利
孝
雄
「
〈
追
悼
〉
大
江
健
三
郎
さ
ん

私
の
大
江
健
三
郎
体
験

：
ヒ
ロ
シ
マ
・
沖
縄
・
憲
法
」『
科
学
的
社
会
主
義
』
三
一
一
号
（
社

会
主
義
協
会
）

星
野
光
徳
「
わ
が
追
憶
的
〈
大
江
健
三
郎
〉（
２
）〈
屈
辱
〉
と
〈
栄

光
〉
の
振
幅
」
『
群
系
』
五
一
号
（
群
系
の
会
）

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
・
ロ
ン
グ
（
大
﨑
晴
美
（
訳
）
）
「
周

縁
と
ニ
ュ
ー

マ
ー
ジ
ン
ズ

ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
：
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
に
お
け
る
ケ
ア
の
記

号
論
」『
超
域
的
日
本
文
化
研
究
』（
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
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究
科
附
属
超
域
文
化
社
会
セ
ン
タ
ー
）

柴
田
翔
「
大
江
健
三
郎
氏
・
旧
懐
：
記
憶
・
追
憶
・
幻
想
〈
３
〉
、

そ
し
て
〈
結
び
〉
」『
季
刊
文
科
』
九
五
号
（
鳥
影
社
）

松
本
拓
真
「
再
生
さ
れ
る
楽
音
を
聴
く
：
大
江
健
三
郎
『
新
し
い
人

よ
眼
ざ
め
よ
』
論
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
八
八
集

桒
原
丈
和
「
大
江
健
三
郎
「
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
」
論
：
三
島
由

紀
夫
「
美
し
い
星
」
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
読
む
」
『
文
学
・
芸
術
・

文
化
：
近
畿
大
学
文
芸
学
部
論
集
』
三
五
巻
二
号
（
近
畿
大
学
文
芸

学
部
）

杉
山
若
菜
「
大
江
健
三
郎
「
懐
か
し
い
年
へ
の
手
紙
」
考
察
：
「
・
」

頻
出
を
契
機
に
し
て
」『
水
門
』
第
三
一
号
（
勉
誠
社
）

工
藤
庸
子
「
大
江
健
三
郎
（
第
八
回
）
Ⅲ

神
話
・
歴
史
・
伝
承
：

『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
」
『
群
像
』
四

月
号

菊
間
晴
子
「
「
見
せ
消
ち
」
の
生
を
歩
む
：
書
き
直
し
の
作
家
と
し

て
の
大
江
健
三
郎
」『
ゲ
ン
ロ
ン
』
一
六
号
（
ゲ
ン
ロ
ン
）

奥
泉
光
・
い
と
う
せ
い
こ
う
「
大
江
健
三
郎
『
水
死
』
を
読
む
」『
す

ば
る
』
五
月
号
（
集
英
社
）

前
田
速
夫
「
遅
れ
て
来
た
青
年
：
開
高
健

大
江
健
三
郎
（
対
比
列

VS

伝

作
家
の
仕
事
場

第
三
回
）
」
『
三
田
文
學
』
二
〇
二
四
年
春
季

号
（
一
五
七
号
）（
三
田
文
学
会
）

＊
作
成
に
あ
た
り
、
高
橋
由
貴
「
研
究
動
向

大
江
健
三
郎
」
『
昭

和
文
学
研
究
』
第
八
八
集
（
昭
和
文
学
会
、
二
〇
二
四
年
）
を
参
照

し
た
。

作
成
：
杉
本
裕
樹
（
す
ぎ
も
と
・
ゆ
う
き
／
法
政
大
学
大
学
院
生
）

関
口
雄
士
（
せ
き
ぐ
ち
・
た
か
し
／
法
政
大
学
兼
任
講
師
）


